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4
・
5

う
た

っ
て
う
ご
い
て
み
ん
な
で
お
ん
が
く

◆
ひ
ら
い
た
ひ
ら
い
た
　
◆
か
た
つ
む
り
　
◎
サ
ン
ダ
ー

バ
ー

ド
　
ほ
か

4
～
17
・
64

・曲想と旋律や拍など
音楽の構造との関わ
り、曲想と歌詞の表す
情景や気持ちとの関わ
りに気付くとともに、思
いに合った表現をする
ために必要な、範唱を
聴いて歌う技能を身に
付ける。
・拍、速度、旋律、リズ
ム、強弱、変化などを聴
き取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲想を感じ取って
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについて思い
をもったり、曲の楽しさ
を見いだして聴いたりす
る。
・歌ったり、音楽に合わ
せて体を動かしたりす
る活動に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、小
学校生活の始まりを明
るく潤いのあるものにし
ようとする。

8

・曲想と旋律や拍など
音楽の構造との関わ
り、曲想と歌詞の表す
情景や気持ちとの関わ
りに気付くとともに、思
いに合った表現をする
ために必要な、範唱を
聴いて歌う技能を身に
付けている。
・ 拍、速度、旋律、リズ
ム、強弱、変化などを聴
き取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲想を感じ取って
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについて思い
をもったり、曲の楽しさ
を見いだして聴いたりし
ている。
・ 歌ったり、音楽に合わ
せて体を動かしたりす
る活動に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、小
学校生活の始まりを明
るく潤いのあるものにし
ようとしている。

○ ○ ○

表情の観察
歌唱の聴取
発言

5
・
6
・
7

は
く
と
リ
ズ
ム

ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
　
し
ろ
く
ま
の
ジ

ェ
ン
カ
　
◎
ジ

ェ
ン
カ
　
ほ
か

18
～
25

・曲想と、 リズムや拍な
ど音楽の構造との関わ
りや、身の回りの様々
な音の特徴について、
それらが生み出す面白
さなどと関わらせて気
付くとともに、思いに
合った表現をするため
に必要な、互いの声や
音、伴奏を聴き、拍に合
わせてリズム表現する
技能や、発想を生かし
た表現をするために必
要な、設定した条件に
基づいて、即興的に音
を選んだりつなげたりし
て表現する技能を身に
付ける。
・リズムや拍などを聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲想を感じ取って
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについての思
いをもったり、音遊びを
通して音楽づくりの発想
を得たりする。
・拍に合わせていろいろ
なリズムで表現したり
歌ったりする学習に興
味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組み、リズムや拍など

7

・ 曲想と、 リズムや拍
など音楽の構造との関
わりや、身の回りの
様々な音の特徴につい
て、それらが生み出す
面白さなどと関わらせ
て気付くとともに、思い
に合った表現をするた
めに必要な、互いの声
や音、伴奏を聴き、拍に
合わせてリズム表現す
る技能や、発想を生か
した表現をするために
必要な、設定した条件
に基づいて、即興的に
音を選んだりつなげた
りして表現する技能を
身に付けている。
・リズムや拍などを聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲想を感じ取って
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについての思
いをもったり、音遊びを
通して音楽づくりの発想
を得たりしている。
・ 拍に合わせていろい
ろなリズムで表現したり
歌ったりする学習に興
味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組み、リズムや拍など

○ ○ ○

歌唱の聴取
演奏の聴取
表情の観察

・枠の歌詞譜（小１ｐ１
５）

・三線譜（小１ｐ３６）

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

　　　　　　　　　　　　　第１学年　『　音楽科　』　年間指導計画  ◆共通教材  ◎鑑賞　小学音楽（教育出版）
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名
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ジ
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間
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評価の方法
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既習事項で押さえる
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上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用
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ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

7

に

っ
ぽ
ん
の
う
た
　
み
ん
な
の
う
た

◆
う
み

26
・
27

・曲想と旋律や拍など
音楽の構造との関わ
り、曲想と歌詞の表す
情景や気持ちとの関わ
りに気付くとともに、思
いに合った表現をする
ために必要な、自分の
歌声及び発音に気を付
けて歌う技能を身に付
けることができるように
する。
・情景や気持ちを歌で
表すことに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、日
本のうたに親しもうとす
ることができるようにす
る。

2

・ 曲想と旋律や拍など
音楽の構造との関わ
り、曲想と歌詞の表す
情景や気持ちとの関わ
りに気付くとともに、思
いに合った表現をする
ために必要な、自分の
歌声及び発音に気を付
けて歌う技能を身に付
けている。
・情景や気持ちを歌で
表すことに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、日
本のうたに親しもうとし
ている。

○ ○

表情の観察
歌唱の聴取

・「たきび」や「おしょう
がつ」など、季節の歌
詞の表す情景や気持
ちと曲想との関わりに
気付く。（小１）

7

ま
と
め

学
期
末
テ
ス
ト

１学期に学んだことを生
かしてまとめのテストを
する。

1

１学期に学んだことを生
かしている。

○ ○

テスト

9

ど
れ
み
と
な
か
よ
し

◎
ど
れ
み
の
う
た
　
ほ
か

28
～
31

・曲想と音階など音楽
の構造との関わりに気
付くとともに、音高を体
などで表現する活動な
どを通して、階名で模唱
したり暗唱したりする技
能を身に付ける。
・音階、旋律、変化など
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲想を感じ取って表
現を工夫し、どのように
歌うかについて思いを
もつ。
・ 階名で表現したり、体
などを動かしながら歌っ
たりする学習に興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
み、階名に親しむ。

4

・曲想と音階など音楽
の構造との関わりに気
付くとともに、音高を体
などで表現する活動な
どを通して、階名で模唱
したり暗唱したりする技
能を身に付けている。
・音階、旋律、変化など
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲想を感じ取って表
現を工夫し、どのように
歌うかについて思いを
もっている。
・ 階名で表現したり、体
などを動かしながら歌っ
たりする学習に興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
み、階名に親しもうとし
ている。

○ ○ ○

表情の観察
発言
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既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

9

10

こ
ん
に
ち
は
　
け
ん
ば
ん
ハ
ー

モ
ニ
カ

ど
こ
ど
こ
ど
　
ど
ん
ぐ
り
ぐ
り
ぐ
り
　
ほ
か

32
～
39

・鍵盤ハーモニカの音
色と演奏の仕方との関
わりに気付くとともに、
鍵盤ハーモニカの扱い
方や鍵盤の位置、息の
つかい方など基礎的な
演奏技能や、思いに
合った表現をするため
に必要な、リズム譜など
を見て演奏する技能を
身に付ける。
・旋律、速度、リズムな
どを聴き取り、それらの
働きが生み出すよさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲に合った表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
をもつ。
・鍵盤ハーモニカで
様々な表現をすること
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組み、鍵盤楽
器に親しむ。

4

・鍵盤ハーモニカの音
色と演奏の仕方との関
わりに気付くとともに、
鍵盤ハーモニカの扱い
方や鍵盤の位置、息の
つかい方など基礎的な
演奏技能や、思いに
合った表現をするため
に必要な、リズム譜など
を見て演奏する技能を
身に付けている。
・旋律、速度、リズムな
どを聴き取り、それらの
働きが生み出すよさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲に合った表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
をもっている。
・鍵盤ハーモニカで
様々な表現をすること
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組み、鍵盤楽
器に親しもうとしてい
る。

○ ○ ○

活動の観察
発言
演奏の聴取

・枠のリズム譜（小１
P18）

・「指くぐり」「指また
ぎ」の奏法を理解し、
「ドレミのトンネル」や
「かっこう」を演奏す
る。【音階】（小２）
・音符の長さと休符に
ついて（小２）

10

う
た
の
も
り
あ
が
り

◆
ひ
の
ま
る

40

41

・旋律の流れや音階を
聴き取り、その働きが
生み出すよさを感じ取り
ながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、曲
想を感じ取って表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いをもつ。
・階名で模唱したり暗唱
したりする技能や互い
の歌声や伴奏を聴いて
声を合わせて歌う技能
を身に付ける。

2

・「ひのまる」の旋律の
流れや音階を聴き取
り、その働きが生み出
すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲想を
感じ取って表現を工夫
し、どのように歌うかに
ついて思いをもってい
る。
・「ひのまる」を階名で
模唱したり暗唱したりす
る技能や互いの歌声や
伴奏を聴いて声を合わ
せて歌う技能を身に付
けている。

○ ○

発言
歌唱の聴取

・「虫の声」を自分の
歌声及び発音に気を
付けて歌う技能を身に
付ける。【音色】（小２）
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10
・
11
・
12

ね
い
ろ
と
つ
よ
さ

◎
ぜ
ん
そ
う
き
ょ
く

42
～
45

・打楽器の音やそれら
のつなげ方の特徴につ
いて、それらが生み出
す面白さなどと関わら
せて気付いたり、曲想と
音色や強弱などの音楽
の構造との関わりにつ
いて気付くとともに、発
想を生かした表現をす
るために必要な、設定
した条件に基づいて、
即興的に音を選んだり
つなげたり、音楽の仕
組みを用いて簡単な音
楽をつくったりする技能
を身に付ける。
・音色や強弱などを聴
き取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、音遊びを通して
音楽づくりの発想を得
たり、どのように音を音
楽にしていくかについて
思いをもったり、曲や演
奏の楽しさを見いだし、
曲全体を味わって聴い
たりする。
・様々に試しながら打楽
器の音の特徴を見付け
る学習などに興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
み、様々な楽器の音に
親しむ。

7

・打楽器の音やそれら
のつなげ方の特徴につ
いて、それらが生み出
す面白さなどと関わら
せて気付いたり、曲想と
音色や強弱などの音楽
の構造との関わりにつ
いて気付くとともに、発
想を生かした表現をす
るために必要な、設定
した条件に基づいて、
即興的に音を選んだり
つなげたり、音楽の仕
組みを用いて簡単な音
楽をつくったりする技能
を身に付けている。
・音色や強弱などを聴
き取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、音遊びを通して
音楽づくりの発想を得
たり、どのように音を音
楽にしていくかについて
思いをもったり、曲や演
奏の楽しさを見いだし、
曲全体を味わって聴い
たりしている。
・様々に試しながら打楽
器の音の特徴を見付け
る学習などに興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
み、様々な楽器の音に
親しもうとしている。

○ ○ ○

活動の観察
発言
演奏の聴取

12

ま
と
め

学
期
末
テ
ス
ト

２学期に学んだことを生
かしてまとめのテストを
する。

1

２学期に学んだことを生
かしている。

○ ○ テスト

1

う
た
で
ま
ね

っ
こ

も
り
の
く
ま
さ
ん
　
ほ
か

46
～
49

・曲想と、呼びかけとこ
たえなど音楽の構造と
の関わりに気付くととも
に、思いに合った表現
をするために必要な、
互いの歌声や伴奏を聴
いて声を合わせて歌っ
たり、拍に合わせてリズ
ム表現したりする技能
を身に付ける。
・聴き合って歌う学習に
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組み、交互唱に
親しむ。

4

・曲想と、呼びかけとこ
たえなど音楽の構造と
の関わりに気付くととも
に、思いに合った表現
をするために必要な、
互いの歌声や伴奏を聴
いて声を合わせて歌っ
たり、拍に合わせてリズ
ム表現したりする技能
を身に付けている。
・聴き合って歌う学習に
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組み、交互唱に
親しもうとしている。

○ ○

発言
活動の観察
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主
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既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

1

お
と
の
ス
ケ

ッ
チ

ね
こ
の
な
き
ご
え
で
あ
そ
ぼ
う

50
・
51

・音高や強弱、声の出し
方の変化による表現の
特徴 について、それら
が生み出す面白さなど
と関わらせて気付く。
・高さや強さなど多様な
声の出し方を聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、
声による音遊びを通し
て音楽づ くりの発想を
得たり、どのように音を
音楽にしていくかにつ
いて思いをもったりす
る。
・声による多様な表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組む。

3

・音高や強弱、声の出し
方の変化による表現の
特徴 について、それら
が生み出す面白さなど
と関わらせて気付いて
いる。
・高さや強さなど多様な
声の出し方を聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、
声による音遊びを通し
て音楽づ くりの発想を
得たり、どのように音を
音楽にしていくかにつ
いて思いをもったりして
いる。
・声による多様な表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。

○ ○ ○

表現の観察
発言
活動の観察

・「そりすべり」の楽器
の音や旋律の反復・
変化、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら聴く。
【音色・旋律・反復・変
化】（小２）

2

お
ん
が
く
の
な
が
れ

◎
お
ど
る
こ
ね
こ

52
～
54

・聞こえてくる音、拍や
その流れに合わせて体
を動かすことや音楽が
表している情景を想像
することに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。
・曲想と旋律の反復と
変化、鳴き声の合いの
手など音楽の構造との
関わりに気付く。
・楽器の音色や旋律の
反復・変化等を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや美しさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲のよさなどを見い
だし、曲全体を味わって
聴く。

3

・「おどるこねこ」で聞こ
えてくる音、拍やその流
れに合わせて体を動か
すことや音楽が表して
いる情景を想像するこ
とに興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。
・「おどるこねこ」の曲想
と旋律の反復と変化、
鳴き声の合いの手など
音楽の構造との関わり
に気付いている。
・「おどるこねこ」の楽器
の音色や旋律の反復・
変化等を聴き取り、そ
れらの働きが生み出す
よさや美しさを感じ取り
ながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、曲
のよさなどを見いだし、
曲全体を味わって聴い
ている。

○ ○ ○

活動の観察
発言
記述分析

2 め
ざ
せ
が

っ
き
め
い
じ
ん

す
ず
め
が
ち
ゅ
ん

55

・範奏を聴いたり、階名
で模唱したり、リズム譜
などを見て演奏したりす
る技能を身に付ける。

1

・「すずめがちゅん」の
範奏を聴いたり、階名
で模唱したり、リズム譜
などを見て演奏したりす
る技能を身に付けてい
る。

○

演奏の聴取 ・鍵盤ハーモニカの扱
い方や「ドレミファソ」
の鍵盤の位置、息の
遣い方など基礎的な
演奏技能やリズム譜
などを見て演奏する。
【ド～ソ・タンギング】
（小１）

・「ほしのおんがく」で
設定された条件に基
づいて即興的に音を
選んだり、できた旋律
を友達とつなげたり重
ねたりして簡単な音楽
をつくる。【旋律・拍・
音の重なり・ド～ソ、和
音】（小１）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

3

み
ん
な
の
お
ん
が
く

お
も
ち
ゃ
の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ

56

57

・互いの歌声や伴奏を
聴いて声を合わせて歌
う技能や拍に合わせリ
ズムを重ねて遊ぶ技能
を身に付ける。

2

・「おもちゃのチャチャ
チャ」を互いの歌声や
伴奏を聴いて声を合わ
せて歌う技能や拍に合
わせリズムを重ねて遊
ぶ技能を身に付けてい
る。

○

歌唱の聴取
演奏の聴取

3

お
と
の
ス
ケ

ッ
チ

ほ
し
の
お
ん
が
く
を
つ
く
ろ
う

58

59

・短い旋律をつくった
り、それをつなげたり重
ねたりすることに興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。
・設定された条件に基
づいて即興的に音を選
んだり、できた旋律を友
達とつなげたり重ねたり
して簡単な音楽をつくる
技能を身に付ける。

2

・短い旋律をつくった
り、それをつなげたり重
ねたりすることに興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。
・設定された条件に基
づいて即興的に音を選
んだり、できた旋律を友
達とつなげたり重ねたり
して簡単な音楽をつくる
技能を身に付けてい
る。

○ ○

発言
活動の観察
記述分析

3 年
間
の
ま
と
め

・１年間に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・１年間に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

適
宜

お
ん
が
く
ラ
ン
ド

わ
く
わ
く
キ

ッ
チ
ン
　
ほ
か

60
～
71

各題材の発展や補充

7 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜

に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

お
し
ょ
う
が
つ
　
ほ
か

78
～
巻
末

各題材の発展や補充、
行事や他教科との関連

6 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜

ぜ
ん
こ
う
が

っ
し
ょ
う

さ
ん
ぽ
　
ほ
か

68
・
69

・拍やその流れに合わ
せて体を動かすことや
音楽が表している情景
を想像することに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。

1

・「さんぽ」の拍やその
流れに合わせて体を動
かすことや音楽が表し
ている情景を想像する
ことに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組んでい
る。

○ 活動の観察

適
宜

校
歌
・
君
が
代

72
・
73

・歌や演奏を聴いて、親
しみをもち、一緒に歌
う。

2

・歌詞やメロディに親し
もうとしている。

○

表情の観察
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

朝
の
リ
ズ
ム

4

5

・歌唱やリズム打ちに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。

1

・「あさのリズム」の歌唱
やリズム打ちに興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。

○

表情の観察

手
び
ょ
う
し
リ
レ
ー

6
・
7

・手拍子によるさまざま
な音や表現の特徴に、
それらが生み出す面白
さなどと関わらせて気
付く。
・設定した条件に基づ
いて即興的に音を選ん
だりつなげたりする技
能を身に付ける。

1

・手拍子によるさまざま
な音や表現の特徴に、
それらが生み出す面白
さなどと関わらせて気
付いている。
・設定した条件に基づ
いて即興的に音を選ん
だりつなげたりする技
能を身に付けている。

○

表情の観察
活動の観察

◎

「
山
の
ま
王
の
き
ゅ
う
で
ん
に
て

」
　
他

8
・
9

・強弱や速度を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の楽しさを見い
だしてて聴いたりする。

2

・「天国と地獄」「山のま
王のきゅうでんにて」の
強弱や速度を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の楽しさを見い
だして聴いている。

○

記述分析

小
さ
な
は
た
け

10
・
11

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
歌う技能を身に付ける。

2

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、「小さなはた
け」を声を合わせて歌う
技能を身に付けてい
る。

○

歌唱の聴取

山
び
こ
ご

っ
こ
　
◆
か
く
れ
ん
ぼ

12
～
15

・曲想と呼びかけとこた
えなど音楽の構造との
関わりや曲想と歌詞の
表す情景や気持ちとの
関わりに気付く。
・強弱の変化や違いに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。

3

・「山びこごっこ」の曲想
と呼びかけとこたえなど
音楽の構造との関わり
や曲想と歌詞の表す情
景や気持ちとの関わり
に気付いている。
・「かくれんぼ」の強弱
の変化や違いに興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。

○ ○

表情の観察
活動の観察

こ
い
ぬ
の
ビ
ン
ゴ
　
ど
う
ぶ
つ
ラ

ッ
プ

16
・
17

・リズム表現に興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。
・リズムを聴き取り、そ
の働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、リズム
遊びを通して音楽づくり
の発想を得る。

2

・「こいぬのビンゴ」のリ
ズム表現に興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。
・「どうぶつラップ」のリ
ズムを聴き取り、その
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、リズム
遊びを通して音楽づくり
の発想を得ている。

○ ○

表情の観察
記述分析
活動の観察

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

4

歌
に
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
で
あ
そ
ぼ
う

4
・
5

強
さ
と
は
や
さ

6
・
7

は
く
や
ド
レ
ミ
と
な
か
よ
し

　　　　　　　　　　　　　第２学年　『　音楽科　』　年間指導計画  ◆共通教材  ◎鑑賞　小学音楽（教育出版）

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
こ
ロ

ッ
ク
ン
ロ
ー

ル
　
ま
ね

っ
こ

18
～
21

・音楽を形づくっている
身近な音符や休符につ
いて音楽における働き
と関わらせて理解する。

・リズムや音色を聴き取
り、その働きが生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考えリ
ズム遊びを通して音楽
づくりの発想を得る。

2

・「ぴょんぴょこロックン
ロール」の音楽を形づ
くっている身近な音符
や休符について音楽に
おける働きと関わらせ
て理解している。

・リズムや音色を聴き取
り、その働きが生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考えリ
ズム遊びを通して音楽
づくりの発想を得てい
る。

○ ○

表情の観察
記述分析
活動の観察

・三線譜（小１） ・読仮名五線譜（小２
年P24）

か
え
る
の
が

っ
し
ょ
う

22
～
25

・階名で模唱したり、リ
ズム譜を見て、互いの
声や音を聴き、拍に合
わせて歌ったり演奏し
たりする技能を身に付
ける。

3

・「かえるのがっしょう」
を階名で模唱したり、リ
ズム譜などを見て、互
いの声や音を聴き、拍
に合わせて歌ったり演
奏したりする技能を身
に付けている。

○

演奏の聴取

音
の
ス
ケ

ッ
チ

音
の
重
な
り
や
リ
ズ
ム

26
・
27

・鍵盤楽器で音を合わ
せることに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。 3

・鍵盤楽器で音を合わ
せることに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

活動の観察

ま
と
め

一
学
期
の
ま
と
め

・１学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・１学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

9

め
ざ
せ
楽
き
名
人

か

っ
こ
う
　
ド
レ
ミ
の
ト
ン
ネ
ル

28
・
29

・「指くぐり」「指またぎ」
の奏法を理解し、範奏
や伴奏に合わせて演奏
する技能を身に付け
る。

2

・「指くぐり」「指またぎ」
の奏法を理解し、「ドレ
ミのトンネル」や「かっこ
う」を演奏する技能を身
に付けている。

○

演奏の聴取

に
じ
の
ク
レ
ヨ
ン

30
・
31

・曲想や歌詞を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

2

・「にじのクレヨン」の曲
想や歌詞を生かした表
現に興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組んでい
る。

○

活動の観察9

　
　
　
　
き
ょ
く
に
合

っ
た
歌
い
方

6
・
7

は
く
や
ド
レ
ミ
と
な
か
よ
し

・範奏を聴いたり、階
名で模唱したり、リズ
ム譜などを見て演奏し
たりする。
・設定された条件に基
づいて即興的に音を
選んだり、できた旋律
を友達とつなげたり重
ねたりして簡単な音楽
をつくる。【旋律・拍・
音の重なり、ド～ソ、
音の長さ・和音】（小
１）

・「こぎつね」の手の移
動などの奏法を練習
したり階名で模唱した
り範奏を聴いて演奏し
たりする。【手の移動・
強弱・ド～ド】（小２）

・ハ長調の視唱視奏と
楽譜について（小３）

7
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

◆
虫
の
こ
え
　
◎
な
が
う
た

「
む
し
の
声

」

30
・
31

・自分の歌声及び発音
に 気を付けて歌う技能
を身に付ける。
・旋律を聴き取り、その
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、演奏の
楽しさを見出して聴く。

2

・「虫の声」を自分の歌
声及び発音に 気を付
けて歌う技能を身に付
けている。
・「虫のこえ」の旋律を
聴き取り、その働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、演奏の楽しさを見
出して聴いている。

○ ○

歌唱の聴取
歌唱の聴取

・ 「ひらいた ひらい
た」の曲想と歌詞の表
す情景や気持ちとの
関わりに気付く。（小
１）
・友達と一緒にわらべ
うたを歌ったり、うたに
合わせて体を動かし
たりすることに興味を
もち、音楽活動を楽し
みながら、聴いたり
歌ったりする。（小１）

・「うさぎ」の曲想と歌
詞の内容との関わり
に気付く。【フレーズ】
（小３）
・「日本のたいこ」の太
鼓の音やリズムを聴
き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ
取りながら聴く。【暗
色・リズム】（小２）

10

音
の
ス
ケ

ッ
チ

ど
ん
な
音
が
き
こ
え
る
か
な

34
・
35

・身の回りのさまざな音
の特徴に、それらの生
み出す面白さなどと関
わらせて気付く 。

2

・身の回りのさまざな音
の特徴に、それらの生
み出す面白さなどと関
わらせて気付いている

○

記述分析

ゆ
か
い
な
時
計

36
・
37

・楽器の音色、リズムや
旋律の反復と変化を聴
き取り、その面白さを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲全体を味わって
聴く。

2

・「ゆかいな時計」に出
てくる楽器の音色、リズ
ムや旋律の反復と変化
を聴き取り、その面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲全体を味わっ
て聴いている。

○

記述分析 ・「おもちゃのチャチャ
チャ」の旋律やリズ
ム、拍、楽器の音色や
音の重なり、それらの
働きが生み出すよさ
や面白さを感じ取りな
がら聴く。【リズム・音
の重なり・拍】（小１）

・「ウィーンの音楽時
計」の拍やリズムの反
復、強弱を聴き取り、
自分たちのつくった音
楽と共通するところや
曲の楽しさを見いだし
て聴く。【縦と横の関
係・反復・強弱】（小2）

森
の
た
ん
け
ん
た
い

38
・
39

・楽器の音色やリズム
に興味をもち、活動を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組む。

2

・「森のたんけんたい」
の楽器の音色やリズム
に興味をもち、活動を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組んでいる。

○

活動の観察

11 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
夕
や
け
こ
や
け

40
・
41

・自分の歌声及び発音
に気を付けて歌う技能
を身に付ける。

2

・「夕やけこやけ」の曲
で自分の歌声及び発音
に気を付けて歌う技能
を身に付けている。

○

歌唱の聴取 ・「うれしいひなまつ
り」など、季節の歌の
表す情景や気持ちと
曲想との関わりに気
付く。（小１）

・「まっかな秋」の曲の
特徴を捉えた表現を
工夫し、どのように歌
う かについて思いや
意図をもつ。（小３）

11

め
ざ
せ
楽
き
名
人

こ
ぎ
つ
ね

42
・
43

・曲想とフレーズなど音
楽の構造との関わりや
曲想と歌詞の表す情景
や気持ちとの関わりに
気付く。
・手の移動などの奏法
や階名で模唱したり範
奏を聴いて演奏したり
する技能を身に付け
る。

2

・「こぎつね」の曲想とフ
レーズなど音楽の構造
との関わりや曲想と歌
詞の表す情景や気持ち
との関わりに気付いて
いる。
・「こぎつね」の手の移
動などの奏法や階名で
模唱したり範奏を聴い
て演奏したりする技能
を身に付けている。

○

表情の観察
歌唱の聴取
演奏の聴取

・「かえるのがっしょう」
を階名で模唱したり、
リズム譜などを見て、
互いの声や音を聴き、
拍に合わせて歌ったり
演奏したりする。【音
の重なり・手の移動・
強弱】（小２）

・「汽車は走る」の反
復や重なり、速度の変
化を生かした表現に
興味をもち、音楽活動
を楽しむ。【反復・速
度・音の重なり・和音
伴奏導入】（小２）

10
・
11

音
色
と
リ
ズ
ム

9

　
　
　
　
き
ょ
く
に
合

っ
た
歌
い
方
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

村
ま
つ
り

44
・
45

・太鼓の音やリズムに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。

2

・「村まつり」の太鼓の
音や「ドンドン ヒャララ」
のリズムに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

活動の観察

◎
日
本
の
た
い
こ

46

・太鼓の音やリズムを
聴き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ
取りながら、聴きとった
ことと感じ取ったことと
の関わりについて考
え、演奏の楽しさを見い
だして聴く。

1

・「日本のたいこ」の太
鼓の音やリズムを聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさを感じ取り
ながら、聴きとったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、演
奏の楽しさを見いだして
聴いている。

○

記述分析 ・友達と一緒にわらべ
うたを歌ったり、うたに
合わせて体を動かし
たりすることに興味を
もち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協
働的に学習活動に取
り組む。（小１）

・「日本や世界の子ど
もの歌」の旋律やリズ
ム、拍やその流れ、速
度を聴き取り、 それら
の働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取り
ながら聴く。【拍・旋
律・リズム】（小３）

12

音
の
ス
ケ

ッ
チ

お
ま
つ
り
の
音
楽
を
つ
く
ろ
う

47

・太鼓のリズムをもとに
音楽をつくることに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。
・音楽の仕組みを用い
て簡単な音楽をつくる
技能を身に付ける。

3

・太鼓のリズムをもとに
音楽をつくることに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
んでいる。
・音楽の仕組みを用い
て簡単な音楽をつくる
技能を身に付けてい
る。

○ ○

活動の観察
記述の分析

12

ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を
歌
お
う

ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
　
◎
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
メ
ド
レ
ー

60
・
61

・ 曲想や、歌詞と旋律
との関わりを感じ取って
聴くことに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、季
節や行事に関わる歌に
親しむ。

1

・ 曲想や、歌詞と旋律
との関わりを感じ取って
聴くことに興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、季
節や行事に関わる歌に
親しんでいる。

○

表情の観察

12

ま
と
め

二
学
期
の
ま
と
め

・２学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・２学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

1

音
楽
の
な
が
れ

◎
そ
り
す
べ
り

48
・
49

・楽器の音や旋律の反
復・変化を聴き取り、そ
れらの働きが生み出す
よさや面白さを感じ取り
ながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、曲
の楽しさを見いだし、曲
全体を味わって聴く。

2

・「そりすべり」の楽器の
音や旋律の反復・変化
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや面
白さを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の楽しさ
を見いだし、曲全体を
味わって聴いている。

○

記述分析 ・「２ひきのねこのゆか
いなうた」「おどるこね
こ」の楽器の音色や旋
律の反復・変化等を
聴く。【音色・強弱・呼
びかけと答え・旋律・
変化・反復】（小１）

・バイオリンやチェロ
の音色、「ユモレスク」
「白鳥」の旋律の反復
と変化、それらの働き
が生み出すよさや美し
さを感じ取りながら聴
く。【旋律・音色・反復・
変化】（小３）

11
・
12

お
ま
つ
り
の
音
楽
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

1
く
り
か
え
し
と
か
さ
な
り

汽
車
は
走
る
　
◎
し
ゅ

っ
ぱ
つ

50

51

・互いの声や楽器の音
を聴き、声や音を合わ
せて演奏する技能を身
に付ける。
・反復や重なり、速度の
変化を生かした表現に
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。

3

・互いの声や楽器の音
を聴き、声や音を合わ
せて演奏する技能を身
に付けている。
・「汽車ははしる」の反
復や重なり、速度の変
化を生かした表現に興
味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組んでいる。

○ ○

表情の観察
演奏の聴取

・「かえるのがっしょう」
を階名で模唱したり、
リズム譜などを見て、
互いの声や音を聴き、
拍に合わせて歌ったり
演奏したりする。【音
の重なり・手の移動・
強弱】（小２）

・範奏を聴いたり、ハ
長調の楽譜を見たりし
て、けんばんハーモニ
カで「キラキラおひさ
ま」を演奏する。
【音階・調・指くぐりと
指またぎ・視奏】（小
３）

ウ
ン
パ

ッ
パ
　
◎
テ
ィ
ニ

ッ
ク
リ
ン
グ

52
・
53

・曲想と拍や旋律など
音楽の構造との関わり
や曲想と歌詞の表す情
景や気持ちとの関わり
に気付く。

1

・「ウンパッパ」の曲想と
拍や旋律など音楽の構
造との関わりや 曲想と
歌詞の表す情景や気持
ちとの関わりに気付い
ている。

○

表情の観察 ・「汽車は走る」の反
復や重なり、速度の変
化を生かした表現をす
る。【反復・速度・音の
重なり】（小２）

・「小さな世界」の歌詞
のもつメッセージを歌
にのせることに興味を
もつ。【旋律・音の重な
り】(小３ )

チ
ャ
チ
ャ
マ
ン
ボ
　
◎
マ
ン
ボ
ナ
ン
バ
ー

フ

ァ
イ
ブ

54
・
55

・拍やその流れ、リズム
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや面
白さを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲想に
合った表現を工夫し、ど
のように演奏したいか
について思いをもった
り、曲や演奏の楽しさを
見いだして聴いたりす
る。
・互いの歌声や音、伴
奏を聴いて声や音を合
わせて歌ったり演奏し
たりする技能を身に付
ける。

3

・拍やその流れ、リズム
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや面
白さを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲想に
合った表現を工夫し、ど
のように演奏したいか
について思いをもった
り、曲や演奏の楽しさを
見いだして聴いたりして
いる。
・「チャチャ マンボ」の
互いの歌声や音、伴奏
を聴いて声や音を合わ
せて歌ったり演奏したり
する技能を身に付けて
いる。

○ ○

記述分析
歌唱の聴取
演奏の聴取

3 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
春
が
き
た

56
・
57

・曲想と歌詞の表す情
景や気持ちとの関わり
に気付く。

1

・「春がきた」の曲想と
歌詞の表す情景や気持
ちとの関わりに気付い
ている。

○

表情の観察
歌唱の聴取

・「虫の声」を自分の
歌声及び発音に 気を
付けて歌う技能を身に
付ける。【音色】（小２）

・「春の小川」の呼吸
や発音の仕方に気を
付けて、自然で無理
のない歌い方で歌う
技能を身に付ける。
【旋律・リズム・反復】
（小３）

1
・
2

み
ん
な
の
音
楽
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

既習事項で押さえる
べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法

3

音
の
ス
ケ

ッ
チ

◎
ウ
ィ
ー

ン
の
音
楽
時
計
　
　
お
し
ゃ
べ
り
音
楽
時
計

58
・
59

・音楽の仕組みを用い
て簡単な音楽をつくる
技能を身に付ける。
・拍やリズムの反復、強
弱を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、どのように
音を音楽にしていくかに
ついて思いをもったり、
自分たちのつくった音
楽と共通するところや
曲の楽しさを見いだして
聴いたりする。
・音型を組み合わせて
音楽をつくることに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。

4

・音楽の仕組みを用い
て簡単な音楽をつくる
技能を身に付けてい
る。
・拍やリズムの反復、強
弱を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、どのように
音を音楽にしていくかに
ついて思いをもったり、
自分たちのつくった音
楽と共通するところや
曲の楽しさを見いだして
聴いたりしている。
・音型を組み合わせて
音楽をつくることに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
んでいる。

○ ○ ○

表情の観察
記述分析
演奏の聴取

・「ゆかいな時計」に出
てくる楽器の音色、リ
ズムや旋律の反復と
変化、 その面白さを
感じ取りながら聴く。
【音色・リズム】（小２）

・「ピーターとおおか
み」の曲想と音色や旋
律などが音楽の構造
と関わっていることに
気付く。【音色】（小３）

3 年
間
の
ま
と
め

１年間に学んだことを生
かしてまとめのテストを
する。

1

１年間に学んだことを生
かしている。

○ ○

テスト

適
宜

お
ん
が
く
ラ
ン
ド

あ
の
青
い
空
の
よ
う
に
　
ほ
か

62
～
71

各題材の発展や補充

9 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜

ぜ
ん
こ
う
が

っ
し
ょ
う

さ
ん
ぽ
　
ほ
か

68
・
69

・拍やその流れに合わ
せて体を動かすことや
音楽が表している情景
を想像することに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。

1

・「さんぽ」の拍やその
流れに合わせて体を動
かすことや音楽が表し
ている情景を想像する
ことに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組んでい
る。

○ 活動の観察

適
宜

校
歌
・
君
が
代

72
・
73

・歌や演奏を聴いて、親
しみをもち、一緒に歌
う。

1

・歌詞やメロディに親し
もうとしている。

○

表情の観察
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

世
界
の
と
も
だ
ち
と
歌
で
な
か
よ
く
な
ろ
う

小
さ
な
世
界

4
・
5

・歌詞のもつメッセージ
を歌にのせることに興
味をもち、音楽活動を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組む。

1

・「小さな世界」の歌詞
のもつメッセージを歌に
のせることに興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。

○

表情の観察 ・「ウンパッパ」の曲想
と拍や旋律など音楽
の構造との関わりや
曲想と歌詞の表す情
景や気持ちとの関わ
りに気付いて歌う。
【拍・旋律】（小２）

・「ドレミの歌」の旋律
や音の重なり、音階を
聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら歌う。【音階・調】（小
３）

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

　
ア
ラ
ム
サ
ム
サ
ム
　
他

6

7

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
歌う技能を身に付ける。

1

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
歌う技能を身に付けて
いる。

○

発言
演奏の聴取

・「かえるのがっしょう」
を階名で模唱したり、
リズム譜などを見て、
互いの声や音を聴き、
拍に合わせて歌ったり
演奏したりする。【音
階・フレーズ・音の重
なり・縦と横の関係】
(小２）

・範奏を聴いたり、ハ
長調の楽譜を見たりし
て、けんばんハーモニ
カで「キラキラおひさ
ま」を演奏する。【音
階・調】（小３）

4
に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
春
の
小
川

8

9

・旋律の流れやそのま
とまりを聴き取り、それ
らの働きが生み出すよ
さを感じ取りながら、曲
の特徴を捉えた表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図
をもつ。
・呼吸や発音の仕方に
気を付けて、自然で無
理のない歌い方で歌う
技能を身に付ける。

2

・「春の小川」の旋律の
流れやそのまとまりを
聴き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ
取りながら、曲の特徴を
捉えた表現を工夫し、
どのように歌うかについ
て思いや意図をもって
いる。
・「春の小川」の呼吸や
発音の仕方に気を付け
て、自然で無理のない
歌い方で歌う技能を身
に付けている。

○ ○

表情の観察
発言
歌唱の聴取

・「春がきた」の自分の
歌声や発音に気を付
けて歌ったり模唱した
り暗唱したりする.。
【旋律・リズム・反復】
（小２）

・呼吸及び発音の仕
方に気を付け、「この
山光る」を自然で無理
のない歌い方で歌う
技能、ハ長調の楽譜
を見て歌う。【音色・旋
律・変化】（小３）

キ
ラ
キ
ラ
お
ひ
さ
ま

10

11

・ハ長調の視唱視奏や
輪唱による旋律の重な
りに興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組む。
・範奏を聴いたり、ハ長
調の楽譜を見たりして、
けんばんハーモニカを
演奏する技能を身に付
ける。

2

・ハ長調の視唱視奏や
輪唱による旋律の重な
りに興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。
・範奏を聴いたり、ハ長
調の楽譜を見たりして、
けんばんハーモニカで
「キラキラおひさま」を演
奏する技能を身に付け
る。
（指くぐりと指またぎ）

○ ○

活動の観察
演奏の聴取

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、「アラムサム
サム」の声を合わせて
歌う。【くり返し】（小３）
・「汽車は走る」の反
復や重なり、速度の変
化を生かした表現に
興味をもち、音楽活動
を楽しむ。【反復・速
度・音の重なり・和音
伴奏導入】（小２）
・読仮名五線譜（小２）

・「雪のおどり」の曲想
を生かした表現に興
味をもち、音楽活動を
楽しむ。【音色・縦と横
の関係・音の重なり】
（小３）
・音色に気を付け、互
いの音を聴いて、音を
合わせて「ラ クンパル
シータ」の主旋律を演
奏する。（小４）
・ヘ音記号・ヘ音譜表
（小５）

ド
レ
ミ
の
歌

12
・
13

・曲想と音階など音楽
の構造との関わりや曲
想と歌詞の内容のと関
わりに気付く。
・旋律や音の重なり、音
階を聴き取り、それのら
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、曲の特徴を捉えた
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについて思い
や意図をもつ。

2

・曲想と音階など音楽
の構造との関わりや曲
想と歌詞の内容のと関
わりに気付いている。
・旋律や音の重なり、音
階を聴き取り、それのら
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、曲の特徴を捉えた
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについて思い
や意図をもっている。

○ ○

記述分析
記述分析

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
歌う。（小３）

・曲想を生かした表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しむ。（小３）

4

5

楽
ふ
と
ド
レ
ミ

　　　　　　　　　　　　　第３学年　『　音楽科　』　年間指導計画  ◆共通教材  ◎鑑賞　小学音楽（教育出版）

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

5 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
茶
つ
み

14
～
17

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。
・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
歌う技能を身に付ける。

2

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。
・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
歌う技能を身に付けて
いる。

○ ○

活動の観察
歌唱の聴取

・「夕やけこやけ」の曲
で自分の歌声及び発
音に 気を付けて歌う。
（小２）

・互いの歌声や副次
的旋律、伴奏を聴いて
「プパポ」を声を合わ
せて歌う（小４）

6

こ
ん
に
ち
は
　
リ
コ
ー

ダ
ー

◎
リ
コ
ー

ダ
ー

は
歌
う
　
シ
シ
シ
で
お
は
な
シ
　
ほ
か

18
～
25

・リコーダーによる表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組む。
・リコーダーの音色と演
奏の仕方との関わりに
気付く。
・リコーダーの音色、旋
律を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや
美しさ、面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じとったこととの
関わりについて考え、
曲の特徴を捉えた表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもつ。
・音色や響きに気を付
け、互いの音や伴奏を
聴いて音を合わせて演
奏する技能や設定した
条件に基づいて即興的
に音を選んだりつなげ
たりする技能を身に付
ける。

3

・リコーダーによる表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。
・リコーダーの音色と
「シシシでおはなし」の
演奏の仕方との関わり
に気付いている。
・リコーダーの音色、
「にじ色の風船」の旋律
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや美
しさ、面白さを感じ取り
ながら、聴き取ったこと
と感じとったこととの関
わりについて考え、 曲
の特徴を捉えた表現を
工夫し、どのように演奏
するかについて思いや
意図をもっている。
・音色や響きに気を付
け、互いの音や伴奏を
聴いて音を合わせて
「ゆかいなまきば」を演
奏する技能や設定した
条件に基づいて即興的
に音を選んだりつなげ
たりする技能を身に付
けている。

○ ○ ○

活動の観察
発言
表情の観察
演奏の聴取

・「ハローサミング」の
高音の響きやリコー
ダーによる表現に興
味をもち、音楽活動を
楽しむ。【高ミ・サミン
グ・二重奏】（小４）

6
・
7

ひ
び
き
の
あ
る
歌
声

こ
の
山
光
る
　
◎
ホ
ル
デ
ィ
リ
デ
ィ
ア

26
・
27

・呼吸及び発音の仕方
に気を付け、自然で無
理のない歌い方で歌う
技能、ハ長調の楽譜を
見て歌う技能を身に付
ける。

2

・呼吸及び発音の仕方
に気を付け、「この山光
る」を自然で無理のない
歌い方で歌う技能、ハ
長調の楽譜を見て歌う
技能を身に付けてい
る。

○

歌唱の聴取 ・「春の小川」の呼吸
や発音の仕方に気を
付けて、自然で無理
のない歌い方で歌う。
【旋律】（小３）

・「もみじ」の互いの歌
声や副次的な旋律、
伴奏を聴いて、声を合
わせて歌う技能を身
に付けている。（小４）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

7

音
の
ス
ケ

ッ
チ

い
ろ
い
ろ
な
声
で
表
現
し
よ
う

26
・
27

・声の高さや長さ、音
色、強弱などを聴き取
り、それらが生み出すよ
さや面白さを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、即興
的に表現することを通し
て音楽づくりの発想を
得たり、どのようにまと
まりを意識した音楽を
つくるかについて思い
や意図をもったりする。

2

・声の高さや長さ、音
色、強弱などを聴き取
り、それらが生み出すよ
さや面白さを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、即興
的に表現することを通し
て音楽づくりの発想を
得たり、どのようにまと
まりを意識した音楽を
つくるかについて思い
や意図をもったりしてい
る。

○

記述分析
活動の観察

7 一
学
期
の
ま
と
め

・１学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・１学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

9 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
う
さ
ぎ

30
・
31

・曲想と旋律など音楽
の構造との関わりや曲
想と歌詞の内容との関
わりに気付く。

1

・「うさぎ」の曲想と旋律
など音楽の構造との関
わりや曲想と歌詞の内
容との関わりに気付い
ている。

○

　　 発言 ・「虫のこえ」の旋律を
聴き取り、その働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、曲
想に合った歌い方を
工夫する。【音色】（小
２）

・「さくら さくら」の曲想
と旋律など音楽の構
造との関わりや、曲想
と歌詞の内容との関
わりに気付く。【旋律】
（小４）

9

め
ざ
せ
楽
き
名
人

か
え
り
道
　
レ

ッ
ツ
ゴ
ー

ソ
ー

レ
ー

32
・
33

・互いの音や伴奏を聴
きながら演奏する技能
や条件に基づいて即興
的に音を選んだりつな
げたりする技能を身に
付ける。

2

・互いの音や伴奏を聴
きながら演奏する技能
や条件に基づいて即興
的に音を選んだりつな
げたりする技能を身に
付けている。

○

演奏の聴取

9

せ
ん
り
つ
と
音
色

◎
ユ
モ
レ
ス
ク
　
◎
白
鳥

34
～
37

・楽器の音色、旋律の
反復と変化を聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや美しさを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、
曲のよさを見いだし、曲
全体を味わって聴く。
・曲想と旋律や音色な
ど音楽の構造との関わ
りに気付く。

3

・バイオリンの音色、
「ユモレスク」の旋律の
反復と変化を聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや美しさを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、
曲のよさを見いだし、曲
全体を味わって聴いて
いる。
・「白鳥」の曲想と旋律
やチェロの音色など音
楽の構造との関わりに
気付いている。

○ ○

表情の観察
発言

・「そりすべり」の楽器
の音や旋律の反復・
変化、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら聴く。
【音色・旋律・反復・変
化】（小２）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

9
・
10 曲

に
合

っ
た
歌
い
方

森
の
子
も
り
唄

38
・
39

・曲想とフレーズなど音
楽の構造との関わりや
曲想と歌詞の内容との
関わりに気付く。

2

・曲想とフレーズなど音
楽の構造との関わりや
曲想と歌詞の内容との
関わりに気付いてい
る。

○

表現の観察
発言

・呼吸及び発音の仕
方、姿勢に気を付け、
「ふじ山」を自然で無
理のない歌い方で歌
う。【旋律・フレーズ】
（小３）
・「エーデルワイス」の
旋律に合った表現を
工夫し、拍の流れに
乗って、歌ったり、楽
器で演奏したりする。
【拍・旋律】（小４）

10

に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
ふ
じ
山

40
～
43

・旋律のもつリズムや流
れを聴き取り、それらの
働きが生み出すよさを
感じ取りながら、聴き
とったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのよ
うに歌うかについて思
いや意図をもつ。
・呼吸及び発音の仕
方、姿勢に気を付け、
自然で無理のない歌い
方で歌う技能を身に付
ける。

2

・「ふじ山」の旋律のも
つリズムや流れを聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさを感じ取り
ながら、聴きとったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、曲
の特徴を捉えた表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図
をもっている。
・呼吸及び発音の仕
方、姿勢に気を付け、
「ふじ山」を自然で無理
のない歌い方で歌う技
能を身に付けている。

○ ○

記述分析
歌唱の聴取

・「夕やけこやけ」の曲
で自分の歌声及び発
音に気を付けて歌う。
（小２）

・「里の秋」の旋律の
流れを聴き取り、その
働きが生み出すよさを
感じ取りながら歌う。
（小４）

11

日
本
と
世
界
の
音
楽

◎
日
本
や
世
界
の
子
ど
も
の
歌
　
陽
気
な
か
じ
や
　
ほ
か

44
～
49

・思いや意図に合った
表現をするために必要
な、互いの歌声や伴奏
を聴き、声を合わせて
歌ったり体を動かしたり
する技能を身に付け
る。
・聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴
を捉えた表現を工夫し、
どのように歌うかや遊
ぶかについて思いや意
図をもったり、曲のよさ
を見いだして聴いたりす
る。
・日本や世界の歌を聴
いたり、体を動かしなが
ら表現したりすることに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組み、日本や諸
外国の遊び歌に親し
む。

7

・思いや意図に合った
表現をするために必要
な、互いの歌声や伴奏
を聴き、声を合わせて
歌ったり体を動かしたり
する技能を身に付けて
いる。
・聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴
を捉えた表現を工夫し、
どのように歌うかや遊
ぶかについて思いや意
図をもったり、曲のよさ
を見いだして聴いたりし
ている。
・日本や世界の歌を聴
いたり、体を動かしなが
ら表現したりすることに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組み、日本や諸
外国の遊び歌に親しも
うとしている。

○ ○ ○

歌唱の聴取
表情の観察
演奏の聴取
活動の観察

・「日本のたいこ」の太
鼓の音やリズムを聴
き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ
取りながら聴く。【音
色・リズム】（小２）

・「ソーラン節」「秩父
屋台はやし」「葛西ば
やし」など我が国に伝
わる様々な音楽の特
徴や人々の暮らしとの
関わりに興味をもち、
音楽活動を楽しむ。
【旋律・音色・よびかけ
とこたえ・リズム・反
復・音の重なり】（小
４）

12

音
の
ス
ケ

ッ
チ

雪
の
お
ど
り

50
・
51

・曲想と旋律など音楽
の構造との関わりに気
付くとともに、 発想を生
かした表現をするため
に必要な、設定された
条件に基づいて、伴奏
を聴きながら即興的に
音を選択したり、リレー
したりして表現する技能
を身に付ける。

2

・曲想と旋律など音楽
の構造との関わりに気
付くとともに、 発想を生
かした表現をするため
に必要な、設定された
条件に基づいて、伴奏
を聴きながら即興的に
音を選択したり、リレー
したりして表現する技能
を身に付けている。

○

活動の観察 ・ハ長調の視唱視奏
や輪唱による旋律の
重なりに興味をもつ。
【音階・調】（小３）

・言葉の面白さを生か
した輪唱やボイスアン
サンブルに興味をも
つ。【強弱・速度】（小
４）

12 二
学
期
の
ま
と
め

・２学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・２学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

1

パ
ー

ト
の
役
わ
り

◎
せ
い
じ
ゃ
の
行
進

52

53

・曲想や各声部の役割
を捉えた表現に興味を
もち、 音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に音楽活動に取り組
む。
・曲想と声部の役割な
ど音楽の構造との関わ
りに気付く。

3

・「せいじゃの行進」の
曲想や各声部の役割を
捉えた表現に興味をも
ち、 音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に音楽活動に取り組ん
でいる。
・「せいじゃの行進」の
曲想と声部の役割など
音楽の構造との関わり
に気付いている。

○ ○

活動の観察
記述分析
発言

・ハ長調の視唱視奏
や輪唱による旋律の
重なりに興味をもち、
音楽活動を楽しむ。
【調】（小３）

・「パフ」の互いの歌声
や伴奏を聴いて、声や
音を合わせて歌唱し
たり演奏したりする。
【低音】（小３）

1 め
ざ
せ
楽
き
名
人

あ
く
び
の
う
た
　
他

54

55

・音色や響きに気を付
けて演奏する技能や互
いの音を聴き、音を合
わせて演奏する技能を
身に付ける。

2

・音色や響きに気を付
けて演奏する技能や互
いの音を聴き、音を合
わせて演奏する技能を
身に付けている。

○

演奏の聴取

1
・
2

音
楽
の
き
き
ど
こ
ろ

◎
組
曲

「
ア
ル
ル
の
女

」
か
ら
　
ほ
か

56
・
57

・曲想と旋律や音色な
ど音楽の構造との関わ
りに気付く。
・楽器の音色、旋律の
特徴や反復と変化など
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、 曲のよさ
を見いだし、 曲全体を
味わって聴く。

3

・曲想と旋律や音色な
ど音楽の構造との関わ
りに気付いている。
・楽器の音色、旋律の
特徴や反復と変化など
を聴き取り、それらの働
きが生み出すよさや美
しさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、 曲のよさ
を見いだし、 曲全体を
味わって聴いている。

○ ○

記述分析
発言

・「マンボナンバーファ
イブ」の拍やその流
れ、リズムを聴き取
る。【音色・音の重な
り】（小２）

・「アラ ホーンパイプ」
を演奏する楽器の音
や掛け合いと重なり、
旋律の反復と変化を
聴き取る。【音色・旋
律・よびかけとこたえ・
反復・変化・音の重な
り】（小４）

2

思
い
に
合

っ
た
表
げ
ん

パ
フ

58
・
59

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声や音を合わ
せて歌唱したり演奏し
たりする技能を身に付
ける。
・声部の役割を意識し
て演奏することに興味
をもち、主体的・協働的
に学習活動に取り組
み、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いの
あるものにしようとする
態度を養う。

3

・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声や音を合わ
せて歌唱したり演奏し
たりする技能を身に付
けている。
・声部の役割を意識し
て演奏することに興味
をもち、主体的・協働的
に学習活動に取り組
み、音楽経験を生かし
て生活を明るく潤いの
あるものにしようとして
いる。

○ ○

活動の観察
歌唱の聴取
演奏の聴取

・音色や響きに気を付
けて演奏する。【レ～
レ】（小３）

・「エーデルワイス」の
拍の流れに乗って、
歌ったり、楽器で演奏
したりする。【拍・旋
律・二重奏】（小４）

3

音
の
ス
ケ

ッ
チ

音
の
ひ
び
き
や
組
み
合
わ
せ

60
・
61

・各楽器の音色や響き
の長短、演奏の仕方、
楽器の組み合わせやフ
レーズのつなげ方など
について、それらの生
み出すよさや面白さな
どと関わらせて気付く。

2

・各楽器の音色や響き
の長短、演奏の仕方、
楽器の組み合わせやフ
レーズのつなげ方など
について、それらの生
み出すよさや面白さな
どと関わらせて気付い
ている。

○

記述分析

3 年
間
の
ま
と
め

１年間に学んだことを生
かしてまとめのテストを
する。

1

１年間に学んだことを生
かしている。

○ ○

テスト
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)

・異年齢交流
・教科専門性の活用

適
宜

物
語
の
音
楽
を
楽
し
も
う

◎
ピ
ー

タ
ー

と
お
お
か
み

62
・
63

・曲想と音色や旋律な
ど音楽の構造との関わ
りに気付く。

2

・曲想と音色や旋律な
ど音楽の構造との関わ
りに気付いている。

○

記述分析
発言

適
宜

音
楽
ラ
ン
ド

世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
　
ミ

ッ
キ
ー

マ
ウ
ス
マ
ー

チ
　
ほ
か

64
～
68

各題材の発展や補充

4 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜

全
校
合
唱

さ
ん
ぽ
　
ほ
か

69
～
71

・拍やその流れに合わ
せて体を動かすことや
音楽が表している情景
を想像することに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。

1

・「さんぽ」の拍やその
流れに合わせて体を動
かすことや音楽が表し
ている情景を想像する
ことに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組んでい

○

活動の観察

校
歌
・
君
が
代

74
・
75

・覚えて歌えるようにする。

1

・歌詞や楽譜を見て、覚
えて歌っている。

○

活動の観察
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

4

〔
巻
頭
教
材

〕

あ
り
が
と
う
の
花

6
・
7

・曲の特徴を捉えたり、
互いの歌声などを聴き
合って表現する活動に
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組み、友達と表
現することの楽しさを感
じる。

1

・曲の特徴を捉えたり、
互いの歌声などを聴き
合って表現する活動に
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組み、友達と表
現することの楽しさを感
じている。

○

表情の観察

4

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

早
口

8
・
9

・呼吸及び発音に気を付
けて、自然で無理のない
声で歌ったり、音楽の仕
組みを用いて音楽をつ
くったりする技能を身に
付ける。

1

・呼吸及び発音に気を付
けて、自然で無理のない
声で歌ったり、音楽の仕
組みを用いて音楽をつ
くったりする技能を身に
付けている。

○

演奏の聴取 ・言葉のリズムに合わ
せて「シシシでおはな
シ」をリコーダー奏す
る。（小３）
・呼吸及び発音の仕
方、姿勢に気を付け、
「ふじ山」を自然で無
理のない歌い方で歌
う。（小３）

・言葉のリズム、音の
重なり、強弱や速度に
ついて、それらのよさ
や面白さなどと関わら
せ理解する。（小６）
・呼吸及び発音の仕
方に気を付けて「花の
おくりもの」を歌う。（小
５）

4

に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
さ
く
ら
さ
く
ら
　
◎
さ
く
ら
変
そ
う
曲

10
～
13

・曲想と旋律など音楽の
構造との関わりや、曲想
と歌詞の内容との関わり
に気付く。
・旋律の反復や変化、も
ととなる音階、楽器の音
色を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさを感
じ取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったこととの
関わりについて考え、曲
の特徴を捉えた表現を工
夫し、どのように歌うかに
ついて思いや意図をもっ
たり、箏の音楽のよさを
見いだして聴いたりす
る。

2

・「さくら さくら」の曲想と
旋律など音楽の構造との
関わりや、曲想と歌詞の
内容との関わりに気付い
ている。
・「さくら さくら」の旋律の
反復や変化、もととなる
音階、楽器の音色を聴き
取り、それらの働きが生
み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わりに
ついて考え、箏の音楽の
よさを見いだして聴いて
いる。

○ ○

歌唱の聴取
記述分析

・「うさぎ」の曲想と旋
律など音楽の構造と
の関わりや曲想と歌
詞の内容との関わり
に気付く。（小３）

・楽器の特徴を知り、
その楽器にふさわしい
音色や奏法を工夫し
て表現する。「三味
線」（器楽）
・いろいろな奏法によ
る音色の違いを感じ
取る。「さくらさくら」
（器楽）

こ
と
の
み
り
ょ
く

　
さ
く
ら
さ
く
ら

62
・
63

・筝の音色の美しさを感
じ取りながらどのように
演奏するかについて思
いや意図をもつ。

適
宜

・筝の音色を聴き取り、
その働きが生み出すよ
さや美しさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴を捉えた表現を工
夫し、どのように演奏す
るかについて思いや意
図をもっている。

○

演奏の聴取 ・楽器の特徴を知り、
その楽器にふさわしい
音色や奏法を工夫し
て表現する。「箏」（器
楽）

ラ
バ
ー

ズ
コ
ン
チ

ェ
ル
ト
　
◎
メ
ヌ
エ

ッ
ト

14
・
15

・「ラバーズ コンチェル
ト」「メヌエット」の拍子
の違いに気付く。
・4拍子の「ラバーズ コ
ンチェルト」と3拍子の
「メヌエット」の拍子の違
いを感じ取るとともに、
いろいろな拍子の音楽
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組む。

2

・「ラバーズ コンチェル
ト」「メヌエット」の拍子
の違いに気付いてい
る。

・いろいろな拍子の音
楽に興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組んでい
る。

○ ○

記述分析

◎
ト
ル
コ
行
進
曲
　
ほ
か

16
・
17

・「トルコ行進曲」を指揮
の動きをするなどして2
拍子を感じながら聴く。

1

・「トルコ行進曲」の拍の
流れや強弱などのよさ
を感じ取りながら、指揮
の動きをしている。

○

記述分析
表現の観察

5

は
く
と
せ
ん
り
つ

　　　　　　　　　　　　　第４学年　『　音楽科　』　年間指導計画  ◆共通教材  ◎鑑賞　小学音楽（教育出版）

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

エ
ー

デ
ル
ワ
イ
ス

18
・
19

・「エーデルワイス」の
旋律に合った表現を工
夫し、どのように歌うか
について思いや意図を
もつ。
・「エーデルワイス」の
主旋律を拍子を感じ、
旋律のまとまりを捉えて
歌ったり、演奏したりす
る。

3

・「エーデルワイス」の
旋律に合った表現を工
夫し、どのように歌うか
について思いや意図を
もっている。
・拍の流れに乗って、
歌ったり、楽器で演奏し
たりする技能を身に付
けている。

○ ○

歌唱の聴取
演奏の聴取

・「森の子もり歌」で、
曲に合った歌い方を
見つける。（小３）

・いろんな歌の表現を
楽しむ。「エーデルワ
イス」（中1）

◎

「
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ

ュ
ー

ジ

ッ
ク

」
か
ら

20
・
21

・ミュージカル「サウンド
オブ ミュージック」につ
いて知り、各曲を歌声
や旋律に注意して聴く。

2

・歌声や旋律を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、旋律や歌声のよ
さや楽しさを見いだして
ミュージカルの音楽を
聴いている。

○

記述分析 ・いろんな歌の表現を
楽しむ。「エーデルワ
イス」（中1）

プ
パ
ポ

22
・
23

・パートの関わり合い方
を意識して二部合唱を
する。 2

・互いの歌声や副次的
旋律、伴奏を聴いて「プ
パポ」を声を合わせて
歌う技能を身に付けて
いる。

○

歌唱の聴取 ・互いの歌声や伴奏を
聴いて、声を合わせて
「茶つみ」を歌う。（小
３）

6 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
ま
き
ば
の
朝

24
・
25

・「まきばの朝」の旋律
の流れを聴き取り、そ
の働きが生み出すよさ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのよ
うに歌うかについて思
いや意図をもつ。

1

・「まきばの朝」の旋律
の流れを聴き取り、そ
の働きが生み出すよさ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのよ
うに歌うかについて思
いや意図をもっている。

○

歌唱の聴取

6
・
7

音
の
ス
ケ

ッ
チ

音
の
動
き
方
を
生
か
し
て
せ
ん
り
つ
を
つ
く
ろ
う

22
・
23

・音楽の仕組みを用い
て音楽をつくる技能を
身に付ける。
・音の動き方やフレーズ
のつなげ方を聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、ど
のようにまとまりを意識
した音楽をつくるかにつ
いて思いや意図をも
つ。

2

・音楽の仕組みを用い
て音楽をつくる技能を
身に付けている。
・音の動き方やフレーズ
のつなげ方を聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、ど
のようにまとまりを意識
した音楽をつくるかにつ
いて思いや意図をもっ
ている。

○ ○

演奏の聴取
記述分析

・歌詞の抑揚を生かし
て旋律をつくる。（中1）

5

は
く
と
せ
ん
り
つ

5
・
6

ひ
び
き
の
あ
る
歌
声
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

7

め
ざ
せ
楽
器
名
人

ハ
ロ
ー

サ
ミ
ン
グ
　
ほ
か

28
・
29

・高音の響きやリコー
ダーによる表現に興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。
・音色や響きに気を付
けて、互いの音や副次
的な旋律、伴奏を聴き、
音を合わせて演奏する
技能及びサミングの技
能を身に付ける。

2

・高音の響きやリコー
ダーによる表現に興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
んでいる。
・音色や響きに気を付
けて、互いの音や副次
的な旋律、伴奏を聴き、
音を合わせて「ものの
け姫」からを演奏する技
能を身に付けている。

○ ○

演奏の聴取
行動観察

・リコーダーの音に気
をつけて、聴いたり、
基本的な奏法を身に
付けたりする。(小３)
　・タンギング
　・息の強さ

・スラーやフレーズに
気を付けてリコーダー
を演奏する。（小５）
・楽器の特徴を知り、
その楽器にふさわしい
音色や奏法を工夫し
て表現する。（器楽）

7 一
学
期
の
ま
と
め

・１学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・１学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

ゆ
か
い
に
歩
け
ば

30
・
31

・「ゆかいに歩けば」の
主旋律の特徴に合う歌
い方を考えて二部合唱
する。

2

・「ゆかいに歩けば」の
旋 律の 流れ を聴 き 取
り、その働きが生み出
すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴を捉えた表現を工夫
し、どのように歌うかに
つ い て 思 い や 意 図 を
もっている。

○

歌唱の聴取 ・旋律の流れや曲想
を生かし、「ふじ山」の
歌い方を工夫する。
（小３）

・旋律の流れや曲想
を生かし、「ハロー・
シャイニングブルー」
の歌い方を工夫する。
（小５）

◆
と
ん
び

32
・
33

・曲想を生かした歌唱
表現に興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

2

・「とんび」の曲想を生
かした歌唱表現に興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
んでいる。

○

表情の観察

9

か
け
合
い
と
重
な
り

◎
ア
ラ
 

ホ
ー

ン
パ
イ
プ

34
・
35

・曲想と音楽の構造と
の関わりに気付くととも
に、楽器の音や掛け合
いと重なり、旋律の反
復と変化を聴き取り、そ
れらの働きのよさや美
しさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲のよさを
見いだし、曲全体を味
わって聴く。

3

・「アラ ホーンパイプ」を
演奏する楽器の音や掛
け合いと重なり、旋律の
反復と変化を聴き取り、
それらの働きのよさや
美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲のよさ
を見いだし、曲全体を
味わって聴いている。

○

記述分析

10

に

っ
ぽ
ん
の
う
た

◆
も
み
じ

36
～
39

・歌詞や曲想、声部の
役割を生かした表現に
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。
・互いの歌声や副次的
な旋律、伴奏を聴いて、
声を合わせて歌う技能
を身に付ける。

2

・「もみじ」の歌詞や曲
想、声部の役割を生か
した表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。
・互いの歌声や副次的
な旋律、伴奏を聴いて、
声を合わせて歌う技能
を身に付けている。

○ ○

表情の観察 ・互いの歌声や伴奏を
聴いて、「この山光る」
を声を合わせて歌う。
（小３）

・各声部の歌声や全
体の響き、伴奏を聴い
て「冬げしき」を歌う。
（小５）

9

曲
に
合

っ
た
歌
い
方
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

ソ
ー

ラ
ン
節
・
◎
ソ
ー

ラ
ン
節

40
～
43

・旋律や歌い方を聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴を捉え
た表現を工夫し、どのよ
うに歌うかについて思
いや意図をもつ。

1

・「ソーラン節」の曲の特
徴を捉えた表現を工夫
し、どのように歌うかに
ついて思いや意図を
もっている。

○

表情の観察 ・日本や諸外国の歌
や遊びに興味を持ち、
音楽活動を楽しむ。
（小３）

・声や音楽の特徴を
感じ取って歌う。「ソー
ラン節」（中1）

◎
秩
父
屋
台
ば
や
し
　
◎
葛
西
ば
や
し

44
・
45

・曲想と旋律やリズムな
ど音楽の構造との関わ
りに気付くとともに、音
楽の仕組みを用いてお
囃子の音楽をつくる技
能を身に付ける。

2

・曲想と旋律やリズムな
ど音楽の構造との関わ
りに気付くとともに、音
楽の仕組みを用いてお
囃子の音楽をつくる技
能を身に付けている。

○

表現の聴取 ・歌詞の抑揚を生かし
て旋律をつくる。（中1）

◎
サ
ム
ル
ノ
リ
　
朝
の
歌
　
◎
サ
ン
バ
の
音
楽

46
・
47

・諸外国に伝わるいろ
いろな音楽の特徴や、
人々の暮らしとの関わ
りに興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組み、生活の
中から生まれた多様な
音楽に親しむ。 1

・諸外国に伝わるいろ
いろな音楽の特徴や、
人々の暮らしとの関わ
りに興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組み、生活の
中から生まれた多様な
音楽に親しもうとしてい
る。

○

表情の観察
演奏の聴取

・アジア各地の音楽に
触れ、そのよさを味わ
う。「日本とアジアの声
によるさまざまな表
現」(中１)
・世界各地の音楽に
触れ、そのよさを味わ
う。「世界のさまざまな
芸能や音楽」（中2・3）

お
ど
れ
サ
ン
バ

48
・
49

・「おどれサンバ」を楽
器のリズムで伴奏して
歌い合わせる。

2

・「おどれサンバ」の旋
律や楽器の音色、リズ
ムを聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴を捉えた表現を工夫
し、どのように歌うかや
演奏するかについて思
いや意図をもっている。

○

表情の観察
演奏の聴取

12

音
の
ス
ケ

ッ
チ

音
階
を
も
と
に
し
て
音
楽
を
つ
く
ろ
う

50
・
51

・設定した条件に基づ
いて即興的に音を選択
して表現したり、音楽の
仕組みを用いて音楽を
つくったりする技能を身
に付ける。
・日本に伝わる音楽の
音階をもとにした旋律
づくりに興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

2

設定した条件に基づい
て即興的に音を選択し
て表現したり、音楽の
仕組みを用いて音楽を
つくったりする技能を身
に付けている。
・日本に伝わる音楽の
音階をもとにした旋律
づくりに興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○ ○

表現の聴取
表情の観察

・歌詞の抑揚を生かし
て旋律をつくる。（中1）

11
・
12

日
本
と
世
界
の
音
楽
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主
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に
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習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

12 二
学
期
の
ま
と
め

・２学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・２学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

1

パ
ー

ト
の
役
わ
り

　
ラ
 
ク
ン
パ
ル
シ
ー

タ

52
・
53

・音色に気を付け、互い
の音を聴いて、音を合
わせて演奏する技能を
身に付ける。
・曲の特徴を捉えた表
現を工夫し、どのように
演奏するかについて思
いや意図をもつ。

3

・音色に気を付け、互い
の音を聴いて、音を合
わ せ て 「 ラ ク ン パ ル
シータ」の主旋律を演
奏する技能を身に付け
ている。
・「ラ クンパルシータ」の
曲の特徴を捉えた表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもっている。

○ ○

演奏の聴取 ・鍵盤楽器で指くぐり
ができる。（小３）

1

音
楽
の
き
き
ど
こ
ろ

◎
ノ
ル
ウ

ェ
ー

舞
曲
 

第
2
番

54
・
55

・「ノルウェー舞曲第2
番」を演奏する楽器の
音色、旋律の特徴や反
復と変化、強弱や速度
の変化に気付く。
・音色、旋律、反復、変
化、強弱、速度などを聴
き取り、それらの働きが
生み出すよさや美しさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲のよさを見いだ
し、曲全体を味わって
聴く。

3

・「ノルウェー舞曲第2
番」を演奏する楽器の
音色、旋律の特徴や反
復と変化、強弱や速度
の 変化 に気 付い てい
る。
音色、旋律、反復、変
化、強弱、速度などを聴
き取り、それらの働きが
生み出すよさや美しさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲のよさを見いだ
し、曲全体を味わって
聴いている。

○ ○

記述分析

遠
き
山
に
日
は
落
ち
て

56

・互いの音や伴奏を聴
き、音を合わせて「遠き
山に日は落ちて」を演
奏する技能を身に付け
る。

・互いの音や伴奏を聴
き、音を合わせて「遠き
山に日は落ちて」を演
奏する技能を身に付け
ている。 ○

演奏の聴取

グ

ッ
デ
ー

 
グ

ッ
バ
イ

57

・互いの歌声や伴奏を
聴き、「グッデー グッバ
イ」を声を合わせて歌う
技能を身に付ける。

・互いの歌声や伴奏を
聴き、「グッデー グッバ
イ」を声を合わせて歌う
技能を身に付けてい
る。 ○

表情の観察

3

音
の
ス
ケ

ッ
チ

役
わ
り
を
も
と
に
音
楽
を
つ
く
ろ
う

58
・
59

・フレーズの呼びかけ
合いや合いの手、支え
となる音、それぞれの
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、即興的に表現する
ことを通して音楽づくり
の発想を得たり、どのよ
うにまとまりを意識した
音楽をつくるかについ
て思いや意図をもった
りして表現を工夫する。
・役割を生かした音楽
づくりに興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

3

・フレーズの呼びかけ
合いや合いの手、支え
となる音、それぞれの
働きが生み出すよさや
面白さを感じ取りなが
ら、即興的に表現する
ことを通して音楽づくり
の発想を得たり、どのよ
うにまとまりを意識した
音楽をつくるかについ
て思いや意図をもった
りして表現を工夫してい
る。
・役割を生かした音楽
づくりに興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○ ○

作品 ・フレーズの呼びかけ
合いや合いの手、支
えとなる音、それぞれ
の働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取り
ながら、即興的に表現
する。（小４）

・二つの音階の響きや
各声部の役割を聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさを感じ取
りながら、即興的に表
現する。（小６）

2

（
選
択

）

2

思
い
に
合

っ
た
表
げ
ん
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･
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現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

3
学
年
の
ま
と

め

・３学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・３学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

適
宜

い
ろ
い
ろ
な
歌
声
を
楽
し
も
う

◎
歌
げ
き

「
魔
笛

」
か
ら

60
・
61

・歌声や旋律、伴奏の
働きが生み出すよさや
美しさ、面白さを感じ取
りながら、演奏のよさを
見いだして聴く。

2

・歌声や旋律、伴奏が
生み出すよさや美しさ、
面白さを感じ取りなが
ら、演奏のよさを見いだ
して聴いている。

○

記述分析

適
宜

音
楽
ラ
ン
ド

半
月
　
ほ
か

64
～
70

各題材の発展や補充

6 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜 全

校
合
唱

さ
ん
ぽ
　
ほ
か

71
～
73

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

1

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

表情の観察
歌唱の聴取

適
宜

校
歌
・
君
が
代

76
・
77

・伴奏の響きを感じ取り
ながら正しい音程で歌
う。

1

・響きを感じ取りながら
正しい音程で歌ってい
る。

○

歌唱の聴取
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

巻
頭
教
材

夢
色
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

6
・
7

・歌詞や曲の特徴を生
かした表現に興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。

1

・「夢色シンフォニー」の
歌詞や曲の特徴を生か
した表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

表情の観察

花
の
お
く
り
も
の

8

・呼吸及び発音の仕方
に気を付けて歌う技能
を身に付ける。

・呼吸及び発音の仕方
に気を付けて「花のおく
りもの」を歌う技能を身
に付けている。 ○

歌唱の聴取 ・呼吸及び発音に気を
付けて、自然で無理
のない声で歌う。（小
４）

・呼吸や発音の仕方
に気を付けて、声を合
わせて歌う。（小６）
・「声の出る仕組みと
変声期」（中1）

ク
ラ

ッ
プ
フ
レ
ン
ズ

9

・拍に合わせ全体の響
きを聴いて演奏する技
能を身に付ける。

・拍に合わせ全体の響
きを聴いて「クラップ フ
レンズ」を演奏する技能
を身に付けている。 ○

演奏の聴取

4 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
こ
い
の
ぼ
り

10
～
13

・旋律のもつリズム、旋
律の流れやまとまりを
聴き取り、それらの生
み出すよさや面白さを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、ど
のように歌うかについて
思いや意図をもつ。

2

・「こいのぼり」の旋律
のもつリズム、旋律の
流れやまとまりを聴き
取り、それらの生み出
すよさや面白さを感じ取
りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの
関わりについて考え、
曲の特徴にふさわしい
表現を工夫し、どのよう
に歌うかについて思い
や意図をもっている。

○

歌唱の聴取

茶
色
の
小
び
ん

14
・
15

・ハ長調の楽譜を見て
歌ったり演奏したりする
技能を身に付ける。

1

・ハ長調の楽譜を見て
「茶色の小びん」を歌っ
たり演奏したりする技能
を身に付けている。

○

演奏の聴取

和
音
の
は
た
ら
き

16
・
17

・和音や低音の働きに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。

1

・和音や低音の働きに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組んでいる。

○

表現の観察

　
こ
き
ょ
う
の
人
々

18
・
19

・低音や和音の響きを
聴き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ
取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったことと
の関わりについて考
え、「こきょうの人々」の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもつ。

2

・低音や和音の響きを
聴き取り、それらの働き
が生み出すよさを感じ
取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったことと
の関わりについて考
え、「こきょうの人々」の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもっている。

○

記述分析 ・長調と短調の響きや
速度の変化を聴き取
る。（小６）

1

5

和
音
や
低
音
の
は
た
ら
き

　　　　　　　　　　　　　第５学年　『　音楽科　』　年間指導計画  ◆共通教材  ◎鑑賞　小学音楽（教育出版）

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

4

ス
キ
ル
ア

ッ
プ
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断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

5

音
の
ス
ケ

ッ
チ

和
音
に
合
わ
せ
て
せ
ん
り
つ
を
つ
く
ろ
う

20
・
21

・ⅠⅣⅤの和音に合わ
せて旋律をつくることに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組む。

1

・ⅠⅣⅤの和音に合わ
せて旋律をつくることに
興味をもち、音楽活動
を楽しみながら、主体
的・協働的に学習活動
に取り組んでいる。

○

表現の聴取 ・音の重なりやリズム
を選んで、音楽づくり
ができる。（小２）

・多様な和音の響きや
旋律との関わりを聴き
取る。（小６）

◎
い
ろ
い
ろ
な
合
唱
・
花

22
・
23

・声の重なる響きを聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや美しさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、それぞれの形態
の合唱の響きや演奏の
よさを見出して聴く。
・いろいろな形態の合
唱の響きや、自分たち
で工夫して表現すること
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組み、合唱に
親しむ。

3

・声の重なる響きを聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや美しさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、それぞれの形態
の合唱の響きや演奏の
よさを見出して聴いてい
る。
・いろいろな形態の合
唱の響きや、自分たち
で工夫して表現すること
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組み、合唱に
親しもうとしている。

　

○ ○

記述分析
表情の観察

・情景を思い浮かべな
がら、言葉を大切にし
て歌う。（中2・3）

　
ハ
ロ
ー

・
シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ブ
ル
ー

24
～
27

・声の重なる響きや、旋
律の特徴、旋律どうし
の関わりを聴き取り、そ
れらの働きが生み出す
よさや美しさを感じ取り
ながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、「ハ
ロー・シャイニング ブ
ルー」の特徴にふさわし
い表現を工夫し、どのよ
うに歌うかについて思
いや意図をもつ。
・各声部の歌声や伴
奏、全体の響きを聴い
て、自然で無理のない、
響きのある歌い方で
「ハロー・シャイニング
ブルー」を歌う技能を身
に付ける。

3

・声の重なる響きや、旋
律の特徴、旋律どうし
の関わりを聴き取り、そ
れらの働きが生み出す
よさや美しさを感じ取り
ながら、聴き取ったこと
と感じ取ったこととの関
わりについて考え、「ハ
ロー・シャイニング ブ
ルー」の特徴にふさわし
い表現を工夫し、どのよ
うに歌うかについて思
いや意図をもっている。
・各声部の歌声や伴
奏、全体の響きを聴い
て、自然で無理のない、
響きのある歌い方で
「ハロー・シャイニング
ブルー」を歌う技能を身
に付けている。

○ ○

歌唱の聴取 ・旋律の流れや曲想
を生かし、「ゆかいに
歩けば」の歌い方を工
夫する。（小４）

・旋律の流れや曲想
を生かし、「明日を信
じて」の歌い方を工夫
する。（小６）

7 め
ざ
せ
楽
器
名
人

　
星
笛

28
・
29

・各声部の音や全体の
響きを聴いて、音を合
わせて演奏する技能を
身に付ける。 2

・各声部の音や全体の
響きを聴いて、音を合
わせて演奏する技能を
身に付けている。 ○

演奏の聴取 ・リコーダーで#ソが演
奏できる。（小４）

・リコーダーで♭シ・♭
レが演奏できる。（小
６）

7 一
学
期
の
ま
と
め

・１学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・１学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

5
・
6

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
み
り
ょ
く
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識
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技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

9 ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
み
り
ょ
く

〈
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ

〉

◎
組
曲

「
カ
レ
リ
ア

」
か
ら

「
行
進
曲
風
に

」

32
・
33

・オーケストラの音楽を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組む。
・「行進曲風に」の曲想
と、楽器群の響きなど
音楽の構造との関わり
について理解する。

3

・オーケストラの音楽を
楽しみながら、主体的・
協働的に学習活動に取
り組んでいる。
・「行進曲風に」の曲想
と、楽器群の響きなど
音楽の構造との関わり
について理解している。

○ ○

表情の観察
記述分析

・オーケストラの豊か
な響きを感じ取る。
「交響曲第5番ハ短
調」（中2・3）

9
に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

　
赤
と
ん
ぼ

34
・
35

・旋律の流れを聴き取
り、その働きが生み出
すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図
をもつ。

1

・旋律の流れを聴き取
り、その働きが生み出
すよさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図
をもっている。

○

歌唱の聴取 ・情景を思い浮かべな
がら、思いを込めて歌
う。「赤とんぼ」（中1）

9
パ
ー

ト
の
役
わ
り

風
と
ケ
ー

ナ
の
ロ
マ
ン
ス

36
・
37

・各声部の楽器の音や
全体の響き、伴奏を聴
いて、音を合わせて「風
とケーナのロマンス」を
演奏する技能を身に付
けている。

2

・各声部の楽器の音や
全体の響き、伴奏を聴
いて、音を合わせて「風
とケーナのロマンス」を
演奏する技能を身に付
けている。

○

演奏の聴取

◆
子
も
り
歌

38
・
39

・我が国に伝わる音楽
や表現、それらと人々
の暮らしとの関わりに
ついて興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

1

・我が国に伝わる音楽
や表現、それらと人々
の暮らしとの関わりに
ついて興味をもち、音
楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

歌唱の聴取
行動観察

◎
会
津
磐
梯
山
／
音
戸
の
舟
歌

39
～
41

・我が国の音楽の旋律
や声、拍の有無を聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、演奏のよさを見
出して聴く。

1

・我が国の音楽の旋律
や声、拍の有無を聴き
取り、それらの働きが
生み出すよさや面白さ
を感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、演奏のよさを見
出して聴いている。

○

歌唱の聴取 ・模範演奏をよく聴き、
声の音色や節回しの
特徴を感じ取る。
「ソーラン節」（中1）

10 　
　
　
　
　
　
日
本
の
音
楽
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技
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･
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表
現

主
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的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

　
こ
き
り
こ
節

42

・「こきりこ節」の旋律や
声、楽器の音色、音の
重なりを聴き取り、それ
らの働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように歌
うかについて思いや意
図をもつ。

1

・「こきりこ節」の旋律や
声、楽器の音色、音の
重なりを聴き取り、それ
らの働きが生み出すよ
さや面白さを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように歌
うかについて思いや意
図をもっている。

○

歌唱の聴取

　
谷
茶
前

43

・沖縄県民謡の曲想と、
旋律やリズムなど音楽
の構造との関わりにつ
いて理解する。

1

・沖縄県民謡の曲想と、
旋律やリズムなど音楽
の構造との関わりにつ
いて理解している。

○

表現の聴取 ・人々の暮らしから生
まれた日本の民謡に
親しみ、そのよさを味
わう。（中1）

地
球
の
向
こ
う
側
の
君
へ

44
・
45

・旋律を聴き取り、その
働きが生み出すよさな
ど感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、ど
のように歌うかについて
思いや意図をもつ。

2

・旋律を聴き取り、その
働きが生み出すよさな
ど感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、ど
のように歌うかについて
思いや意図をもってい
る。

○

表現の聴取 ・旋律の流れや曲想
を生かし、「ゆかいに
歩けば」の歌い方を工
夫する。（小４）

・旋律の流れや曲想
を生かし、「明日を信
じて」の歌い方を工夫
する。（小６）

◆
冬
げ
し
き

46
・
47

・各声部の歌声や全体
の響き、伴奏を聴いて
歌う技能を身に付ける。 2

・各声部の歌声や全体
の響き、伴奏を聴いて
「スキーの歌」を歌う技
能を身に付けている。

○

歌唱の聴取 ・互いの歌声や副次
的旋律、伴奏を聴いて
「もみじ」を声を合わせ
て歌う。（小４）

・各声部や全体の響
き、伴奏を聴いて、
「ふるさと」を声を合わ
せて歌う。（小６）

12

音
の
ス
ケ

ッ
チ

い
ろ
い
ろ
な
声
で
音
楽
を
つ
く
ろ
う

48
・
49

・設定した条件に基づ
いて、即興的に声を選
択したり組み合わせた
りして表現する技能を
身に付ける。

1

・設定した条件に基づ
いて、即興的に声を選
択したり組み合わせた
りして表現する技能を
身に付けている。

○

歌唱の聴取

12 二
学
期
の
ま
と
め

・２学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・２学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

1 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
ス
キ
ー

の
歌

50
・
51

・旋律のもつリズムの反
復・変化、強弱、音の重
なりを聴き取り、そのよ
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲の特徴にふ
さわしい表現を工夫し、
どのように歌うかについ
て思いや意図をもつ。

2

・旋律のもつリズムの反
復・変化、強弱、音の重
なりを聴き取り、そのよ
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲の特徴にふ
さわしい表現を工夫し、
どのように歌うかについ
て思いや意図をもって
いる。

○

表情の観察
演奏の聴取

10 　
　
　
　
　
　
日
本
の
音
楽

11

豊
か
な
表
現
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に

取
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組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

1

音
楽
の
き
き
ど
こ
ろ

◎
つ
る
ぎ
の
ま
い

52
・
53

・旋律、反復、変化、呼
びかけとこたえなどを聴
き取り、そのよさや面白
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲のよさを見い
だし、曲全体を味わって
聴く。
・「つるぎのまい」のさま
ざまな特徴を見つける
ことに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組む。

3

・旋律、反復、変化、呼
びかけとこたえなどを聴
き取り、そのよさや面白
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲のよさを見い
だし、曲全体を味わって
聴いている。
・「つるぎのまい」のさま
ざまな特徴を見つける
ことに興味をもち、音楽
活動を楽しみながら、
主体的・協働的に学習
活動に取り組んでい
る。

○ ○

記述分析
表情の観察

ル
パ
ン
三
世
の
テ
ー

マ

54
・
55

・「ルパン三世のテー
マ」の各声部の音や全
体の響きを聴いて、音
を合わせて演奏する技
能を身に付ける。

・「ルパン三世のテー
マ」の各声部の音や全
体の響きを聴いて、音
を合わせて演奏する技
能を身に付けている。 ○

演奏の聴取 ・鍵盤楽器で#ソ・#レ
が演奏できる。（小4）

　
君
を
の
せ
て

56
・
57

・声部の関わり合いや
全体の響きを聴き取り、
それらの生み出すよさ
や美しさ、面白さを感じ
取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったことと
の関わりについて考
え、「君をのせて」の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図
をもつ。

・声部の関わり合いや
全体の響きを聴き取り、
それらの生み出すよさ
や美しさ、面白さを感じ
取りながら、聴き取った
ことと感じ取ったことと
の関わりについて考
え、「君をのせて」の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌う
かについて思いや意図
をもっている。

○

演奏の聴取

2
・
3 音

の
ス
ケ

ッ
チ

ず
れ
の
音
楽
を
楽
し
も
う

58
・
59

・リズムのずれによる音
楽の縦と横との関係に
ついて、それらの生み
出すよさや面白さと関
わらせて理解する。 1

・リズムのずれによる音
楽の縦と横との関係に
ついて、それらの生み
出すよさや面白さと関
わらせて理解している。 ○

記述分析 ・ラテンのリズムの反
復や重なり、楽器の音
色を生かして、音楽を
つくる。（小３）

3 三
学
期
の
ま
と
め

・３学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・３学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

適
宜

変
そ
う
曲
を
楽
し
も
う

◎

「
ま
す

」
第
4
楽
章
・
ま
す

（
歌
曲

）

60
・
61

・主題の変化や伴奏の
動き、楽器どうしのかか
わり合いを聴き取り、そ
れらの生み出すよさや
美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲全体
を味わって聴く。

2

・「ます」第4楽章の主題
の変化や伴奏の動き、
楽器どうしのかかわり
合いを聴き取り、それら
の生み出すよさや美し
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲全体を味
わって聴いている。

○

記述分析

1
・
2

思
い
を
こ
め
た
表
現

3

（
選
択

）
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取
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む
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名
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ー
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到達目標（活動目標）
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間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

適
宜

〔
し
の
笛
の
み
り
ょ
く

〕

◎
長
唄

「
越
後
獅
子

」
か
ら
　
ほ
か

62
・
63

・音色や響きに気を付
けて、篠笛を演奏する
技能を身に付ける。
・篠笛の音色や奏法の
特徴を聴き取り、それら
の働きが生み出すよさ
や美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように演奏
するかについて思いや
意図をもったり、演奏の
よさを見出して聴いたり
する。

適
宜

・音色や響きに気を付
けて、篠笛を演奏する
技能を身に付けてい
る。
・篠笛の音色や奏法の
特徴を聴き取り、それら
の働きが生み出すよさ
や美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように演奏
するかについて思いや
意図をもったり、演奏の
よさを見出して聴いたり
している。

○ ○

演奏の聴取
記述分析

・楽器の特徴を知り、
その楽器にふさわしい
音色や奏法を工夫し
て表現する。「篠笛」
（器楽）

適
宜 音

楽
ラ
ン
ド

心
か
ら
心
へ
　
ほ
か

64
～
70

各題材の発展や補充

2 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜 全

校
合
唱

さ
ん
ぽ
　
ほ
か

71
～
73

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

1

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

表情の観察

適
宜

校
歌
・
君
が
代

76
・
77

・伴奏の響きを感じ取り
ながら正しい音程で歌
う。

1

・響きを感じ取りながら
正しい音程で歌ってい
る。

○

歌唱の聴取

適
宜

に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

ペ
チ
カ
　
ほ
か

82
～
巻
末

・曲想を生かした表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組む。

適
宜

・曲想を生かした表現
に興味をもち、音楽活
動を楽しみながら、主
体的・協働的に学習活
動に取り組んでいる。

○

表情の観察
歌唱の聴取
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

〔
巻
頭
教
材

〕

つ
ば
さ
を
く
だ
さ
い

6
・
7

・歌詞や曲の特徴を生
かした表現に興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。

1

・「つばさをください」の
歌詞や曲の特徴を生か
した表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

表情の観察 ・曲想を感じ取りパー
トの役割を理解して歌
う。「翼をください」（中
2・3）

ス
キ
ル
ア

ッ
プ

ワ
イ
バ
ン
バ

8

・呼吸や発音の仕方に
気を付けて、声を合わ
せて歌う技能を身に付
ける。

1

・呼吸や発音の仕方に
気を付けて、声を合わ
せて歌う技能を身に付
けている。

○

演奏の聴取 ・呼吸及び発音の仕
方に気を付けて「花の
おくりもの」を歌う。（小
５）

音
の
ス
ケ

ッ
チ

言
葉
を
も
と
に
リ
ズ
ム
で
遊
ぼ
う

9

・音楽の仕組みを用い
て音楽をつくる技能を
身に付ける。

1

・音楽の仕組みを用い
て音楽をつくる技能を
身に付けている。

○

演奏の聴取 ・言葉の面白さを生か
した輪唱に興味をも
つ。（小４）

◆
お
ぼ
ろ
月
夜

10
～
13

・歌詞や旋律の特徴を
生かした表現に興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。

1

・歌詞や旋律の特徴を
生かした表現に興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。

○

表情や態度
の観察

荒
城
の
月
／
箱
根
八
里

82
～
巻
末

・歌詞や旋律の特徴を
生かした表現に興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。

1

・歌詞や旋律の特徴を
生かした表現に興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。

○

表情や態度
の観察

・歌詞や旋律が醸し出
す雰囲気を味わいな
がら歌う。「荒城の月」
（中2・3）

　
マ
ル
セ
リ
ー

ノ
の
歌

14

・長調と短調の響きや
速度の変化を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもったり、曲全
体を味わって聴いたり
する。

2

・長調と短調の響きや
速度の変化を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもったり、曲全
体を味わって聴いたりし
ている。

○

演奏の聴取

に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

5 　
　
　
短
調
の
ひ
び
き

　　　　　　　　　　　　　第６学年　『　音楽科　』　年間指導計画  ◆共通教材  ◎鑑賞　小学音楽（教育出版）

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

4

5
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

◎
ハ
ン
ガ
リ
ー

舞
曲
 

第
5
番

15

・長調と短調の響きや
速度の変化を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもったり、曲全
体を味わって聴いたり
する。

1

・長調と短調の響きや
速度の変化を聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさを感じ取りな
がら、聴き取ったことと
感じ取ったこととの関わ
りについて考え、曲の
特徴にふさわしい表現
を工夫し、どのように演
奏するかについて思い
や意図をもったり、曲全
体を味わって聴いたりし
ている。

○

記述分析 ・低音や和音の響きを
聴き取る。（小５）

・長調と短調の響きや
速度の変化を聴き取
る。（小６）

◎
交
響
曲
第
5
番

「
運
命

」
第
1
楽
章
か
ら

16
・
17

・交響曲第5番「運命」
第1楽章をオーケストラ
の響きを感じ取り、「タタ
タターン」の音型を意識
しながら聴く。

2

・「交響曲第5番」の曲
想と、強弱など音楽の
構造との関わりについ
て理解している。

○

表情や態度
の観察
記述分析

・曲の構成に注目して
曲想の変化を味わう。
「交響曲第5番ハ短
調」（中2・3）

　
ぼ
く
ら
の
日
々

18
・
19

・「ぼくらの日々」の旋律
や音の重なりを聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや美しさ、面
白さを感じ取りながら、
聴き 取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴
にふさわしい表現を工
夫し、どのように歌うか
について思いや意図を
もつ。

3

・「ぼくらの日々」の旋律
や音の重なりを聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや美しさ、面
白さを感じ取りながら、
聴 き 取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴
にふさわしい表現を工
夫し、どのように歌うか
について思いや意図を
もっている。

○

歌唱の聴取

6

め
ざ
せ
 

楽
器
名
人

T
h
e
 
S
o
u
n
d
 
o
f
 
M
u
s
i
c

20
・
21

・各声部の音や全体の
響きを聴いて、音を合
わせて演奏する技能を
身に付ける。

2

・各声部の音や全体の
響きを聴いて、音を合
わせて演奏する技能を
身に付けている。

○

演奏の聴取 ・スラーやフレーズに
気を付けてリコーダー
を演奏する。（小５）

5
・
6

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
み
り
ょ
く

5 　
　
　
短
調
の
ひ
び
き
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

7 に

っ
ぽ
ん
の
う
た
み
ん
な
の
う
た

◆
わ
れ
は
海
の
子

22
～
25

・歌詞や曲の特徴を生
かした表現に興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組
む。

2

・歌詞や曲の特徴を生
かした表現に興味をも
ち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に学習活動に取り組ん
でいる。

○

表情の観察
演奏の聴取

・楽器の特徴を知り、
その楽器にふさわしい
音色や奏法を工夫し
て表現する。（器楽）

7 一
学
期
の
ま
と
め

・１学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・１学期に学んだことを
生かしている。

○ ○ ○

ロ

ッ
ク
 
マ
イ
 
ソ
ウ
ル

26
・
27

・「ロック マイ ソウル」
の旋律の重なりに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
む。

2

・「ロック マイ ソウル」
の旋律の重なりに興味
をもち、音楽活動を楽し
みながら、主体的・協働
的に学習活動に取り組
んでいる。

○

表情の観察
演奏の聴取

カ
ノ
ン
　
◎
カ
ノ
ン

28
・
29

・「カノン」の曲想と声部
の重なりなど音楽の構
造との関わりについて
理解する。
・音の重なる響きや旋
律の重なりを聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや美しさを感じ取
りながら、「カノン」の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように演奏
するかについて思いや
意図をもつ。

2

・「カノン」の曲想と声部
の重なりなど音楽の構
造との関わりについて
理解している。
・音の重なる響きや旋
律の重なりを聴き取り、
それらの働きが生み出
すよさや美しさを感じ取
りながら、「カノン」の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように演奏
するかについて思いや
意図をもっている。

○ ○

記述分析
演奏の聴取

9
・
10

音
楽
の
き
き
ど
こ
ろ

◎
バ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
ソ
ナ
タ
第
4
楽
章

30
・
31

・バイオリンとピアノの
音色や二つの楽器どう
しの関わり、旋律の反
復や変化を聴き取り、
そのよさや美しさ、面白
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲のよさを見出
し、曲全体を味わって
聴く。 3

・バイオリンとピアノの
音色や二つの楽器どう
しの関わり、旋律の反
復や変化を聴き取り、
そのよさや美しさ、面白
さを感じ取りながら、聴
き取ったことと感じ取っ
たこととの関わりについ
て考え、曲のよさを見出
し、曲全体を味わって
聴いている。 ○

記述分析

9

せ
ん
律
の
ひ
び
き
合
い
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

　
明
日
を
信
じ
て

（
選
択

）

32
・
33

・旋律や音楽の縦と横
との関係などを聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや美しさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲の特徴にふさわ
しい表現を工夫し、どの
ように歌うかについて思
いや意図をもつ。

・旋律や音楽の縦と横
との関係などを聴き取
り、それらの働きが生
み出すよさや美しさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲の特徴にふさわ
しい表現を工夫し、どの
ように歌うかについて思
いや意図をもっている。

○

表現の観察 ・旋律の流れや曲想
を生かし、「ハロー・
シャイニングブルー」
の歌い方を工夫する。
（小５）

L
-
O
-
V
-
E

（
選
択

）

34
・
35

・曲の特徴を生かして
表現することに興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に 学 習 活 動 に 取 り 組
み、ジャズをもとにした
音楽や器楽合奏に親し
む。

・曲の特徴を生かして
表現することに興味を
もち、音楽活動を楽しみ
ながら、主体的・協働的
に 学 習 活 動 に 取 り 組
み、ジャズをもとにした
音楽や器楽合奏に親し
んでいる。

○

表情や態度
の観察

11

音
の
ス
ケ

ッ
チ

じ
ゅ
ん
か
ん
コ
ー

ド
を
も
と
に
ア
ド
リ
ブ
で
遊
ぼ
う

36
・
37

・和音の響きや旋律と
の関わりを聴き取り、そ
れらの働きが生み出す
よさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、即興的な
表現を通して音楽づくり
の様々な発想を得る。

1

・和音の響きや旋律と
の関わりを聴き取り、そ
れらの働きが生み出す
よさを感じ取りながら、
聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、即興的な
表現を通して音楽づくり
の様々な発想を得てい
る。 ○

演奏の聴取 ・ⅠⅣⅤの和音に合
わせて旋律をつくる。
（小５）

◎
世
界
の
声
の
音
楽
/
世
界
の
楽
器
の
ひ
び
き

38
・
39

・諸外国に伝わる音楽
の特徴や、それらと
人々の暮らしとの関わ
りについて興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、多
様な音楽やその表現に
親しむ。 1

・諸外国に伝わる音楽
の特徴や、それらと
人々の暮らしとの関わ
りについて興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組み、多
様な音楽やその表現に
親しもうとしている。 ○

表情や態度
の観察

3

（
選
択

）

11
・
12

　
　
　
　
　
　
世
界
の
音
楽

・諸外国に伝わるいろ
いろな音楽の特徴や、
人々の暮らしとの関わ
りに興味をもち、生活
の中から生まれた多
様な音楽に親しむ。
（小４）

10
・
11

豊
か
な
表
現
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

チ
ャ
ウ

ェ
チ
チ

ョ
ー

チ

ェ
ム
チ

ェ
ロ
　
ほ
か

40
・
41

・曲想と旋律やリズムな
ど音楽の構造との関わ
りについて理解するとと
もに、思いや意図に
合った表現をするため
に必要な、各声部の声
や音、全体の響き、伴
奏を聴いて、声や音を
合わせて演奏したりす
る技能を身に付ける。
・ 聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴
にふさわしい表現を工
夫し、どのように歌った
り演奏したりするかにつ
いて思いや意図をもっ
たり、演奏のよさを見い
だして聴いたりする。

3

・曲想と旋律やリズムな
ど音楽の構造との関わ
りについて理解するとと
もに、思いや意図に
合った表現をするため
に必要な、各声部の声
や音、全体の響き、伴
奏を聴いて、声や音を
合わせて演奏したりす
る技能を身に付けてい
る。
・ 聴き取ったことと感じ
取ったこととの関わりに
ついて考え、曲の特徴
にふさわしい表現を工
夫し、どのように歌った
り演奏したりするかにつ
いて思いや意図をもっ
たり、演奏のよさを見い
だして聴いたりしてい
る。

○ ○

演奏の聴取
発言

12 二
学
期
の
ま
と
め

・２学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・２学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

◎
春
の
海

42
・
43

・我が国に伝わる音楽
や楽器に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

2

・我が国に伝わる音楽
や楽器に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

○

表情の観察
演奏の聴取

◆
越
天
楽
今
様

44
・
45

・「越天楽今様」の旋律
の特徴、声や楽器の音
色を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや
美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌う
かや演奏するかについ
て思いや意図をもつ。

2

・「越天楽今様」の旋律
の特徴、声や楽器の音
色を聴き取り、それらの
働きが生み出すよさや
美しさを感じ取りなが
ら、聴き取ったことと感
じ取ったこととの関わり
について考え、曲の特
徴にふさわしい表現を
工夫し、どのように歌う
かや演奏するかについ
て思いや意図をもって
いる。

○

演奏の聴取 ・日本の伝統芸能に
親しみ、そのよさを味
わう。「平調『越天楽』
－管絃－」（中2・3）

◆
ふ
る
さ
と

48
・
49

・「ふるさと」の曲想と、
旋律の流れなど音楽の
構造との関わりや、曲
想と歌詞の内容との関
わりを理解するととも
に、各声部や全体の響
き、伴奏を聴いて、声を
合わせて歌う技能を身
に付ける。

1

・「ふるさと」の曲想と、
旋律の流れなど音楽の
構造との関わりや、曲
想と歌詞の内容との関
わりを理解するととも
に、各声部や全体の響
き、伴奏を聴いて、声を
合わせて歌う技能を身
に付けている。

○

演奏の聴取 ・各声部の歌声や全
体の響き、伴奏を聴い
て「冬げしき」を歌う。
（小５）

・地域や他の国との交
流、行事など、様々な
場面で歌う。（中1）（中
2・3）

1
・
2

思
い
を
こ
め
た
表
現

11
・
12

　
　
　
　
　
　
世
界
の
音
楽

・諸外国に伝わるいろ
いろな音楽の特徴や、
人々の暮らしとの関わ
りに興味をもち、生活
の中から生まれた多
様な音楽に親しむ。
（小４）

1

日
本
の
音
楽
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

T
a
k
e
 
m
e
 
h
o
m
e
，
C
o
u
n
t
r
y
 
R
o
a
d
s

50

・「Take Me Home、
Country Roads」の旋律
の流れや声部の関わり
合い、全体の響きを聴
き取り、それらのよさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、ど
のように演奏するかに
ついて思いや意図をも
つ。

・「Take Me Home、
Country Roads」の旋律
の流れや声部の関わり
合い、全体の響きを聴
き取り、それらのよさを
感じ取りながら、聴き
取ったことと感じ取った
こととの関わりについて
考え、曲の特徴にふさ
わしい表現を工夫し、ど
のように演奏するかに
ついて思いや意図を
もっている。

○

歌唱の聴取

さ
よ
う
な
ら

51

・「さようなら」の旋律の
流れや声部の関わり合
い、全体の響きを聴き
取り、それらのよさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲の特徴にふさわ
しい表現を工夫し、どの
ように歌うかについて思
いや意図をもつ。

・「さようなら」の旋律の
流れや声部の関わり合
い、全体の響きを聴き
取り、それらのよさを感
じ取りながら、聴き取っ
たことと感じ取ったこと
との関わりについて考
え、曲の特徴にふさわ
しい表現を工夫し、どの
ように歌うかについて思
いや意図をもっている。

○

歌唱の聴取

2
・
3

音
の
ス
ケ

ッ
チ

役
割
を
決
め
て
音
階
を
も
と
に
し
た
音
楽
を
つ
く
ろ
う

52
・
53

・設定した条件に基づ
いて、即興的に音を選
択したり組み合わせた
りして表現する技能や、
音楽の仕組みをもとに
音楽をつくる技能を身
に付ける。

2

・設定した条件に基づ
いて、即興的に音を選
択したり組み合わせた
りして表現する技能や、
音楽の仕組みをもとに
音楽をつくる技能を身
に付けている。

○

演奏の聴取 ・フレーズの呼びかけ
合いや合いの手、支
えとなる音など、それ
ぞれの働きが生み出
すよさや面白さを感じ
取りながら、即興的に
表現する。（小４）

3 三
学
期
の
ま
と
め

・３学期に学んだことを
生かしてまとめのテスト
をする。

1

・３学期に学んだことを
生かしている。

○ ○

テスト

1
・
2

思
い
を
こ
め
た
表
現

2

（
選
択

）
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

月
題
材

曲
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準

主な評価の観点

評価の方法
既習事項で押さえる

べき内容

上級学年・中学校との
関連（同学年を含む)
・異年齢交流
・教科専門性の活用

適
宜

ジ
ャ
ズ
と
ク
ラ
シ

ッ
ク
音
楽
の
出
合
い

◎
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

 
イ
ン
 
ブ
ル
ー

54
・
55

・曲想と、 旋律やリズム
など音楽の構造との関
わりについて理解する。

2

・曲想と、 旋律やリズム
など音楽の構造との関
わりについて理解して
いる。

○

記述分析

適
宜 音

楽
ラ
ン
ド

語
り
合
お
う
　
ほ
か

56
～
70

各題材の発展や補充

2 ○ ○ ○

発言
表情の観察
活動の観察
歌唱の聴取

適
宜

全
校
合
唱

さ
ん
ぽ
　
ほ
か

71
～
73

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組む。

1

・歌詞や曲想を生かし
た表現に興味をもち、
音楽活動を楽しみなが
ら、主体的・協働的に学
習活動に取り組んでい
る。

〇

表情の観察
歌唱の聴取

適
宜

校
歌
・
君
が
代

76
・
77

・伴奏の響きを感じ取り
ながら正しい音程で歌
う。

1

・響きを感じ取りながら
正しい音程で歌ってい
る。

〇

歌唱の聴取

50
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